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序

本書は、一般国道497号(西九州自動車道)伊万里松浦道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

の通巻第町分冊として、平成25年度に実施した今福遺跡の発掘調査成果を収録したものです。

長崎県教育委員会は、西九州自動車道建設事業につきまして、建設計画当初から可能な限り保存に

努めるべく、埋蔵文化財の取り扱いについて国土交通省と協議し、記録保存してまいりました。埋蔵

文化財は、数百年、数千年の問、自然や人間による損失を辛うじて逃れ、奇跡的に現代に伝わったも

のです。私たちは、埋蔵文化財により文献資料だけでは知ることのできない、貴重な祖先の生活の一

部を垣間見ることができます。特に本県が所在する西北九州は、地理だけでなく歴史的にも政治・杜

会の中心地からみて周縁部にあたるために文献資料が限られており、地域の歴史を解明するためには

埋蔵文化財の発掘調査結果に拠るところが大変大きいものとなります。今を生きる私たちは、このよ

うに貴重な埋蔵文化財を大切に護り、後世に伝える義務があるのです。

しかし一方で、現代社会は多様化を深め、県民の皆様の様々な要望にお答えするため、開発による

サービスのこれまで以上の整備・拡充も必要になっており、埋蔵文化財の保護と開発の両立が求めら

れています。文化財保護の名の下に、現代の生活における利便性や安全性が損なわれではなりません。

開発に伴っては、必要な発掘調査を実施し、埋蔵文化財をしっかりと記録保存し、その成呆を発掘調

査報告書により公にすることで、皆様と後世に伝えることが重要になっております。

今回の今福遺跡の発掘調査成果が、文化財保護や地域の歴史資料、学術的資料として活用され、県

民の皆様の関心に少しでも応えることが出来ればと考えております。また、本書の刊行にあたり、地

元松浦市今福町の皆様、発掘調査に従事くださった方々をはじめ、多大なご尽力をいただきました関

係者各位に対し、衷心から厚く御礼申し上げます。

平成27年1月

長崎県教育委員会教育長

池松誠二



例言

I 本書は、一般国道497号伊万里松浦道路(西九州自動車道)建設工事に伴う、埋蔵文化財発掘調

査報告書である。調査は、国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所の依頼を受け、長崎県教

育委員会が平成20年度から平成25年度までの計画で実施した。

E 当該工事に伴い、埋蔵文化財発掘調査を実施した遺跡は、入幡山城跡、中ノ瀬遺跡、今福遺跡、

である。本書は、そのうち今福遺跡の最終年度である平成25年度の調査(一部平成22・23年度調査

分含む)について収録する。

E 今福遺跡発掘調査と本書の内容は、下記のとおりである。

1 今福遺跡は、長崎県松浦市今福町に所在する。

2 調査は長崎県教育委員会を主体として、長崎県教育庁佐世保文化財調査事務所が担当したが、

一部の業務は民間の調査組織(今福遺跡特定埋蔵文化財発掘調査共同企業体)に委託し、協力し

て実施した。

3 一部を除き、本書で使用した遺物の実測及び遺物と遺構の製図は、杉原敦史、文化財調査員(嘱

託職員:米倉加奈絵、久田ひとみ、久保瞳、加世田尊)、内業整理作業員(臨時職員:畑原佐智

子、中村直美、吉野貴子)が行った。石器実測の一部は、株式会社大信技術開発に委託した。

4 本書に収録した遺物は松浦市教育委員会が、図面・写真は長崎県教育庁長崎県埋蔵文化財セン

ターで保管している。

5 本書の写真は、米倉加奈絵、久田ひとみ、久保瞳、杉原敦史、加世田尊が撮影した。

6 本書の執筆は、杉原敦史、米倉加奈絵、久田ひとみ、久保瞳、加世田草が分担して担当し、執

筆者は、本文目次に記した。

7 本書の編集は、各執筆者が担当し、杉原敦史が総編集を行った。

8 本書では、旧河道は近世以前において生活の場の一部であったため、遺構の項に記載した。

9 貿易陶磁器の分類は、太宰府市教育委員会『大宰府条坊跡XV.l-陶磁器分類編ー2000の分類名

称に準拠した。

10 本書で用いた土層及び色調観察は、 『新版標準土色帖J (農林水産省農林水産技術会議事務局

監修・財団法人日本色彩研究所色票監修)に準拠した。

11 本書で用いた方位は真北であり、国土座標は世界測地形による。

12 自然科学分析は株式会社古環境研究所に依頼した。また、遺物の保存処理は株式会社東都文化

財研究所に依頼した。

13 発掘調査と発掘調査報告書作成にあたり、松浦市今福町住民の皆様、発掘調査委託業者調査担

当者、外業発掘作業員、内業整理作業員などの皆様に協力・指導・助言をいただいた。特にお世

話になった方々の尊名を記して謝意を表したい(順不同)。

伊藤敬太郎氏(国際文化財株式会社)、土岐耕司氏(同左)、長林大氏(同左)、

渡部裕司氏(国際文化財株式会社)、辻康二氏(同左)、大創事宏氏(株式会社大信技術開発)、

束貴之氏(株式会社大信技術開発)、森恵氏(同左)、末吉正治氏(株式会社スエヨシ)、

松尾秀昭氏(佐世保市教育委員会)、久原昌利氏(松浦市都市計画課)、宮本吉次郎氏(今福町)
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I 発掘調査の端緒と経緯

1 酉九州自動車道の概要と長崎県内の工事区間(第1図〉

昭和62年6月30日旧建設省は、道路審議会答申に基づき、 14.0∞km高規格道路網計画を決定した。

この高規格道路網の一環として、九州西北部の地域経済の活性化、高速定時制の確保に大きく寄与す

るため、西九州自動車道は計画された。福岡市を起点に、唐樟市、伊万里市、佐世保市を経由し武雄

市に至る約150km一般国道の自動車専用道路である。

長崎県は、高規格道路をはじめ幹線道路網の整備を、県民の豊かな暮らしを支える重要な議題とし、

県内主要都市を2時間程度で結ぶ道路ネットワ}ク構想を定め、景観や自然との調和を図りながら整

備を推進している。西九州自動車道の県内路線は、 4区聞に分けられる。 r佐世保道路J(佐世保みな

とIC-相浦中里IC区間約7.9km)と、 「佐々佐世保道路J(相滞中里IC-佐々に区間約4km)の2区聞は

既に供用を開始している。 r伊万里松浦道路J(佐賀県伊万里市~長崎県松浦市間約17tm)は着工区

間で竣工間近であり、 「松浦佐々道路J(松浦市~北松浦郡佐々町間約四泊〉は国土交通省が着工に

向けて測量を実施中である。

鱗1圏西丸州自動車道進捗状況

(国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所記者発表資料より}
司(l1lZ7~事l .1U'1証

2 発掘調査の経緯〈第2図第1表)

発掘調査は、国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所長と長崎県知事との委託事業契約によ

り、長崎県教育庁佐世保文化財調査事務所が担当して実施した。 r佐世保道路Jと「佐々佐世保道路J

の関わる調査は既に完了し、発掘調査報告書も既刊である。

「伊万里訟浦道路J関係では、平成17・18年度に工事計画区域内の分布調査を実施し、八幡山城跡
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を発見し、中ノ甑遺跡、今福遺勝の範囲拡大等を確認した。予定した調査面積約必，ω伽が肉、八幡山

城跡、中ノ瀬遺跡の調査は完了し、発掘調査報告書も刊行済みである。今福遺跡の調査は、平成21年

度から継続して実施し、平成M年度までに終了する予定であったが、平成鈍年度には用地買得等の都

合により調査を行うことができなかったため、平成25年度の調査をもって終了した。なお、太郎浦岩

除については、過去に遺物が採取されていることや立地環境等から遺跡と考えられたが、試掘・確認

第2園 百九州自給車道伊万里松浦道路踊係発掘聞置遺跡位置国個:t:3l温省作成資料に加当時

遺跡名 調査区分 調査面積 調査期間 発掘調査報告書

八幡山城跡 範囲確認調査 72ぱ 平成策海5月19日~平成初年6月却日 平成2純度刊行

緊急発掘調査 8.257rrl 平成21益事6月19日~平成n年3月15日

中ノ瀕遺跡 範囲確認調査 70rrl 平成叙熔11月17日~平成初年11月28日 平成23&手度刊行

緊急発掘調査 4，8∞rrl 平成.20年11月18日~平成21年3月18日

緊急発掘調査 12，759rrl 平成21~事 6月 12日~平成22年 3月 16日

今福遺跡 範囲穣認調査 276rrl 平成21年5月11日~平成21年6月4日 平成2緯度刊行

緊急発掘調査 1ぷlOrrl 平成21年10月16日~平成22年3月16日

緊急発掘調査 10.3∞rrl 平成WF5月18日~平成幻年3月16日

緊急発掘調査 6，600rrl 平成却益事6月15日~平成M年2月初日

緊急発掘調査 2，71∞rrl 平成お年8月1日~平成2持 12月2日 平成2緯度刊行

太郎浦岩陰 試掘確認調査 81rrl 平成M年2月13日~平成.24年3月1日 刊行せず

緊急発掘調査 orrl 実施せず

第1畿百九州自劃車道伊万里訟浦道路関係錆損個董ー灘

時
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調査の結果、少なくとも現在は遺跡たり得ず、緊急発掘調査実施・発掘調杢報告書作成の必要はない

と判断した。炭坑等に伴い人為的に破壊された可能性が考えられる。

3 今福遺跡緊急発掘調査及び報告書作成の体制について

平成21年度~幻年度の調査及び発掘調査報告書作成の体制については、平成25年3月発行の発掘調

査報告書『今福遺跡J (長崎県佐世保文化財調査事務所調査報告書第8集)を参照して頂きたい。

平成25年度の緊急発掘調査は、長崎県教育委員会を主体として、下記の調査体制により佐世保文化

財調査事務所が担当した。現場を担当したのは、杉原以下である。また、 「一般国道497号西九州自

動車道埋蔵文化財発掘調査委託業務」として、民間の調査組織(今福遺跡特定埋蔵文化財発掘調査共

同企業体)に一部業務を委託し、協力して実施した。委託業務の内容は、発掘調査作業員の雇用・安

全対策等、遺構実測、空中写真撮影、重機掘削・排士運搬、仮設市道・水路設置等である。

発掘調査報告書の作成は、新幹親文化財調査事務所下本山現場事務所員を中心に実施したが、発掘

調査が無くなったことによる職員数削減のため、 「埋蔵文化財発掘調査遺跡出土遺物実測業務委託」

として、一部の業務(一部石器の実測・トレース作業)を民間に委託した。

0平成25年度今福遺跡緊急発掘調査体制

長崎県教育庁佐世保文化財調杢事務所

所長:古門雅高

課長;荻野雅寛 杉原敦史

文化財調査員(嘱託職員) :吉住紘雄 米倉加奈絵

0平成25年度「一般国道497号西九州自動車道埋蔵文化財発掘調査委託業務」

今福遺跡特定埋蔵文化財発掘調査共同企業体

国際文化財株式会社・株式会社大信技術開発

現場代理人:鬼頭泰夫(国際文化財株式会社)のち木村直司(国際文化財株式会社)

担当調査員:長林大(国際文化財株式会社) 渡部裕司(国際文化財株式会社)

大樹申宏(株式会社大信技術開発) 森恵(株式会社大信技術開発)

0平成26年度今福遺跡発掘調査報告書作成体制

長崎県教育庁新幹線文化財調査事務所下本山現場事務所

所長:古門雅高

課長:田尻清秀

文化財調査員(嘱託職員) :久保 瞳

内業整理作業員(臨時職員) :畑原佐智子

杉原敦史

久田ひとみ

中村直美

米倉加奈絵 加世田尊

吉野貴子

0埋蔵文化財発掘調査遺跡出土遺物実測業務委託 株式会社大信技術開発

qa 



E 遺跡の立地と環境

1 地理的環境〈鰍図)

松浦市今福町は、広義の伊万里湾の中央、北松浦半島の北東部に位置する。東は佐賀県伊万里市と

接し、北は今福湾を隔てて鹿島、北東に福島を望む。今福川が町の中央を南から北に流れ、西岸は町

西部の山麓を切り、急傾斜を生んでいる。今福湾は北西に突出した半島部により冬の北西風とこれに

伴う荒波による浸食を免れて、西は渇をなし、東は砂岩盤が浸食され堆積して砂浜となる。

地質は、炭層を含む砂岩・泥岩が堆積した新生代第三紀層を基盤とし、玄武岩層がこれを賞き、そ

の上部に雄積して溶岩台地を形成している。新生代第三紀層と玄武岩層の聞には砂礎層が挟まり、豊

富な海水を生み出す一方、脆弱な地盤となり地滑りを多発させる。昭和鑓年には束の石倉岳、西の雇

尾の大地滑りにより道路・鉄道ともに閉塞されて陸上交通が遮断されたため、今福町は一時海上交通

によって命脈を保つ事態が生じた。

今福遺跡は、今福町仏坂免・浦免に所在する。東は中ノ灘の低丘陵、商は国見岳、西は雇尾の稜線

と三方を閉まれ凹字形の地勢をなし、唯ー北の今揺湾にのみ関口している。東縁を今福111が流れ、西

端の山際に玉JIJ(小川J[I)が流れる。各河川とも地勢により流路は短い。このため、短時間でもまと

まった雨量があると、すぐに降水カ鳴り鉢の底のような狭い平地に殺到して、用排水路などは水を捌

けされずに溢れ出し、河JI)は滋流と化す。近年まで今福}IUま度々氾濫を起こしている。今福遺跡の東

西土層断面は鱗状堆積を呈するが、往古より繰り返されてきた今福111とその支流の氾遣による河道の

変遷・坦没を物語っている。遺跡ー替は長らく今揺川旧河道とその支流の氾濫原であったと考えられ

る。現在の海岸繰は、近世以降の開発等により離れているが、ぞれ以前は遺跡の近くにあり、中ノ瀬

や八幡山の丘陵は先端が海に突出していたと思われる。

N 

今福遺跡

佐賀県

fa a 

長崎県

I~r門

第3図今掴遺跡位置国
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2 歴史的環境(第4図)

今福遺跡の周辺では、金ヶ崎半島に満場遺跡、北平遺跡、城山山麓遺跡、今福東部に山川遺跡、西

部丘陵上(調川町)には柳池遺跡、雨久保遺跡など、旧石器時代~縄文時代の遺跡が展開し、古い時

代からの当該地域における人々の活動が窺える。

今福遺跡の縄文時代については、縄文時代後~晩期を主体とする遺物包含層を 3箇所で確認した。

各所とも各種石器と共に石核や剥片・チップが出土し、石器製作場跡と考えられる。これらの包含層

からは、多くの鈴桶型石刃が出土した。また、鈴桶型石刃を素材とする彫器、剥片銀、つまみ形石器

も確認した。彫器は30点余り出土し、ほとんどが鈴桶型石刃を素材とする特異な状況を示している。

縄文時代後期の彫器の出土量としては異例であり、鈴桶型石刃を素材利用した石器製作のバリエーシ

ヨンを広げるものである。それ以外の出土した石器の器種には地区により違いが見られるため、製作

する石器の器種により場を使い分けたと考えられる。

弥生時代の当該遺跡周辺は、所調『貌志倭人伝』に登場する「末虚園」の一部と考えられる。弥生

時代の今福遺跡出土遺物は、弥生時代前期~中期前葉と弥生時代後期後半を主体とする。隣接する中

ノ瀬遺跡の遺物は弥生時代中期前半~弥生時代後期前半のもので、今福遺跡の欠落した時期を中ノ瀬

遺跡が補完している。中ノ瀬遺跡の遺構は今福神社裏の東部低丘陵に集中するが、冬場の強い北西風

が真正面に当たり生活環境として適さず現在人家はない。今福遺跡出土遺物の供給源と考えられる遺

跡の西側山麓は、山が北西風の障壁となり生活環境として適している。そのため当該地域における人々

の生活の場は当初的、基本的にこの地区で営まれたと考えられる。但し、当該地域は地滑り地帯で度々

大災害に見舞われており、この地区も地滑りのリスクが伴う。時代は不明だが現在も山肌に所々大き

な喪跡が残る。弥生時代中期前葉に地滑りが起こり、やむを得ず弥生時代後期前半まで中ノ瀬の丘陵

に生活の場を移し、再ぴ今福遺跡周辺に戻った可能性が考えられる。中ノ瀬の丘陵ではその後古代末

まで、ほとんど人の活動は感じられない。

古墳時代~古代のものでは、多くの旧河道跡から4世紀後半~11世紀の土師器・須恵器・黒色土器、

が出土した。これらの多くは、須恵器が童、躍、土師器が高杯、壷、鉢、境などであった。今福川の

荒御魂を鎮める祭把等に使用されたと推測される。また須恵器などの器種・質などから、この時期相

当な力を持った勢力の存在が窺える。古代~中世にかけて西北九州には皇室への費貢進所である「宇

野御厨」が存在したが、地理的にみて当該地域はその中心に位置するため、御厨の実権を握っていた

勢力と考えられる。

古代末~中世に関しては、 10世紀~13世紀前半の白磁、越州窯系青磁、龍泉窯系青磁、岡安窯系青

磁、高麗陶磁などの貿易陶磁器が出土した。越州窯系青磁が多いのが特俄である。貿易陶磁器の出土

量は12世紀後半以降急減する。隣接する中ノ瀬遺跡でも、白磁・龍泉窯系青磁、同安窯系青磁、高麗・

朝鮮系陶磁器などが出土したが、同遺跡の場合は丘陵部に11世紀末から現れて12世紀後半~13世紀前

半をピークに13世紀後半以降減少する。また滑石製石鍋は今福遺跡では11世紀の縦耳型だけ出土し、

中ノ瀬遺跡では12世紀後半以降の鍔付型を主とする。 12~13世紀の西北九州では12世紀後半以降宗家

松浦氏が台頭、 13世紀に入り平戸松浦氏も本拠地を小値賀島から平戸島に移してしだいに勢力を拡大

していったと考えられる。これらの遺物出土状況は、 10世紀には今福遺跡西側山麓に古墳時代以来の

在地勢力が支配する公的な港湾・官衝施設が存在して中国との交易も行われたが、 12世紀後半それに

F
D
 



替わる新たな交易拠点が宗家松浦氏により中ノ瀕の丘陵部に成立したことを示し、当該地域における

古代から中世への転換を具象していると考える。 13世紀後半以降になると、平戸松浦氏の台頭により

中国との交易は衰退したのであろう。一方、中ノ源遺跡では15世紀後半-16世紀前半を中心とした高

麗・朝鮮系陶磁器147.点が出土し、これまで県本土部で最多出土した楼積回遺跡の64点を遁かに凌ぐ。

15世紀後半宗家松浦氏松浦盛は本拠を現佐世保市相浦地域に移す一方、「受図書入Jとして盛んに朝鮮

と交易した記録カ鳴るが、その一端を示すものである。対中交易の衰退に対し、朝鮮との交易に活路

を見出したものと考えられる。

N 

1 4場福遺跡 2中ノ瀬遺鵬 3八幡山域指$ 4 ~t平遺跡 S溝掲遺，. 6ぎぎが議遺跡

7梶谷場跡 8城山山鍵遺跡 9 山JII遺跡 10今福小学技遺跡 竹大浴遺跡 怯榔池遺跡

13商久保遺跡 14若宮神社 15松浦丹後守院の墓 憾松滞丹後守盛の墓

17文様の設松浦被供聾繕 18今福神社{歳の宮) 19 I目指駿寺跡 20今宮縛祉

第4園今福町内遺跡位置国(S=1/25，0ω)
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E 調査の概要(第5・13図、第2表)

調査は、第5図の如く、座標系に合わせて南北を主軸とする100m方眼の大グリッドを調査区に設定

して実施した。東西を 1~4、南北をA~C と符号した。大グリッド内は20m方眼で区画して中グリ

ッドを設定、 1~25の番号を付した。中グリッド内は10m方眼で小グリッドを設け、ア~エと符号し

た。

また調査の便宜上、①~⑧区に地区分けした。現圃場の耕作土と整地客土層、旧河道跡内堆積喋層

は重機で掘削した。平成25年度の今福遺跡発掘調査は、⑦区2，4∞ぱと⑧区3助丘、計2，7∞ばある。

なお⑧区は、現圃場に伴う耕作土・耕作土下層土・水田基盤層の3層からなり、それ以下は、直近

地区の平成21・23年度の調査結果から、 5mほど下の砂岩盤まで喋層が続くと考えられ、さらに東隣

に今福川や用水路があるので保全のため、また調査区の狭さもあり、喋層の重機掘削は実施できなか

った。遺構はなく近現代の遺物が出土した。

このような状況のため、本報告書の内容は主に⑦区のものとなっている。調査の概略は第2表にま

とめた。詳細は、平成21~23年度分は『今福遺跡J (平成25年3月発行、長崎県佐世保文化財調査事

務所調査報告書第8集)を、平成25年度分は次章をご覧頂きたい。

面積: 27耐|期間:平成21年刷日~平成昨 6月4日

平成21年度
検出遺構:I日河道跡等

範囲確認調査

出土遺物点数:約1，叙)()点，コンテナ8箱

平成21年度
面積:1附|期肝成21年山日~平成22年3月16日

緊急発掘調査 検出遺構:I日河道跡1条βR-5)等

(①区)
出土遺物点数:約1，忽)()点，コンテナ6箱

平成22年度
面積:lO，300niI期間:平成2年5月18日~平成23年3月16日

緊急発掘調査 検出遺構:I日河道跡24条(SR・l-SR-24)，縄文時代後期遺物包含層等

(②~④区)
出土遺物点数;約29，'α)()点，コンテナ145.箱

平成23年度
面積:6，6OOni I期間:平成23年6月15日~平成畔2月別

緊急発掘調査 検出遺構:I日河道跡6条βR・25-SR・却1)，縄文後~弥生前期遺物包含層等

(⑤・⑥区)
出土遺物点数:約23，'α)()点，コンテナ115.箱

平成25年度
面積:2附|期間:平成25年8月1日~平成25年瑚 2日

緊急発掘調査 検出遺構:I日河道跡2条βR・31・SR・32)，縄文後~晩期遺物包含層等

(⑦・⑥区)
出土遺物点数:約10，3∞点，コンテナ笈湘

第2表今掴遺跡発掘調査概略
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W 遺構・遺物

1 各遺物包含層と旧河道跡に・ついて(第5~12図、図版3~6)

本章では、長崎県佐世保文化財調査事務所調査報告書第8集『今福遺跡』に掲載していない平成22・

23年度発掘調査で検出した遺物包含層と、平成25年度発掘調査で確認した遺物包含層・旧河道跡から

出土した遺物の内容について述べるが、まず本節において各遺物包含層と旧河道跡の概観を説明する。

④区E層は、当地区東部に位置し、喋層内に多くの遺物を包含する。平成22年度調査によりB-2-

15・19・20・24・25区、 B-3-16・21区、 C-3-1・2区から検出し、グリット・層単位で遺物取り上

げを行った。縄文時代~中世の遺物が出土し、古墳時代後期の土師器や須恵器、古代の黒色土器など

を確認した。④区町層は、当地区東部に位置し、平成22年度調査によりB-2-19・20・25区、 B-3-

21区、 C-3-1・2区で検出した。旧河遭等による影響により三分割され、北部は水の影響によりグラ

イ化する。グリット・層単位で遺物取り上げを行い、縄文時代後・晩期の土器・石器と共に弥生土器、

土師器、須恵器が若干出土した。⑤区E層は、平成23年度調査により B-3-13 ・ 14 ・ 18 ・ 19 ・ 23~25

区で検出した。 SR-26から下層をE層とし、グリット・層単位で遺物取り上げを行った。出土遺物は

縄文時代~近世まで幅広く出土している。⑥区E層は、平成23年度調査によりB-2-4・5・10・15区、

B-3-6-g・11-13・16・17区で検出した。当包含層は旧河道等の影響により、東西に分断される。

東側は南北に展開し、縄文時代後期~弥生時代前期の遺物と共に土師器、須恵器などが出土した。西

側は北西部に位置し、縄文土器・石器、弥生土器と共に古墳時代後期の土師器、須恵器などが出土し

た。

平成25年度の調査では、⑦区において2条の旧河道跡(SR-31・32)と複数の遺物包含層を確認した。

第II.m層は複数の旧河道跡の集合体である。第E層は縄文時代~近世に至る遺物を包含し、第E層

は縄文時代~中世の遺物を包含していた。いずれも狭い範囲で水平方向や垂直方向(河道傾斜角度の

違いによる)に複雑に切り合っていたため、個別に旧河遭跡を確認することは困難であった。第町層

上半部は、縄文時代後・晩期の遺物を包含していた。この縄文時代後・晩期遺物包含層では、土器約

700点と石器約1，700点が出土した。鈴桶型石刃やつまみ型石器、剥片鎌、石材等の破片が集中して見

られ、石器製作場として利用されたことが考えられる。この層も新しい河道に水平・垂直方向ともに

複雑に切られており、範囲は確認できなかった。 SR-31は東から西へ流れたと考えられる。残存する

最大長は約3.5皿、最大幅は約4.5mである。遺物は、古墳時代や古代の土師器を主体として、縄文時

代の石器と土器、弥生土器、土師器、須恵器、貿易陶磁器等、約3∞点が出土した。 SR-32は東から

酉へ流れたと考えられる。残存する最大長は約4.0m、最大幅は約6.0mである。遺物は縄文時代の石

器、土師器、貿易陶磁器等、約2，200点が出土した。埋土層上層は平安時代後期 (10-12世紀ころ)、

中・下層は古墳時代後期 (6~7世紀ころ)の遺物を主体とするため、異なる時代の河道が重複してい

る可能性が考えられる。出土した遺物点数(破片点数)は、約103.00点に及んだ。うち、縄文時代の遺

物約2，700点、古墳~中世の遺物約6，5∞点、その他1，1∞点であった。遺物で特筆すべきは、 100点に及

ぶ越州窯系青磁の出土である。越州窯系青磁は過去3年間の当該遺跡発掘調査で37点出土したが、合

わせて137点となり、佐世保市門前遺跡に次ぐ大量の出土となった。
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2 遺物包含層

(1) ④区E層出土遺物(第14・15園、第3表、図版7・8)

1は弥生土器の聾もしくは査の底部片。 2....31・36....49は土師器。 2-6は聾。 2は断面「く」字形を呈

する。 3-6は口縁部が外反し、 5.6は口縁部を肥厚させる。 7-17は壷もしくは壷の口縁部片または

胴部片。 7・8は内面をヘラ削りし、器壁を薄く仕上げる。 9-14は口縁部が外反する。 15は胴部が内

傾し、口縁部は置線的に立ち上がる。 16・17も同様な口縁部を持っと思われる。 18は聾もしくは壷の

底部。 19-26は杯の口縁部片。 19....25は内脅し、 26は僅かに外反する。 27....31は鉢。内管気味に立ち

上がり口縁で僅かに外反する。 36....49は高杯。 38・39・41・42は胴部の稜を明確にする。 36・37は直

線的に立ち上がり、 38....40はゆるやかに外反する。 41は胴部片。 42....47は杯底部。 48は脚部片。 49は

坪底部から脚部が残存し器壁を厚くする。 32....35は黒色土器の境の口縁部片または底部片。 32・35は

高い高台をもち外方に広がる。 33は断面三角形の低い高台をもっ。 34は強く内脅する。 50.....66は須恵

器。 50・51は坪蓋。天井部と体部の境はなく丸くおさめる。 52.....58は杯身。蓋受け立ち上がりは内傾

し、口唇部は丸味を帯びる。蓋受け立ち上がりとかえりの境界に沈線を巡らせる。 58はヘラ描き文を

施す。 59は高杯の脚部。透孔が認められる。 60・61は温の口縁部片と頚部から胴部片。 60は口縁部に

稜をもち、直下に浪状文を施す。 61は胴部上半に刺突文を施す。底部にヘラ描き文を施す。 62....66は

聾。 62・63は外聞きに立ち上がり、 62は外面に波状文を施す。 64・65は胴部片。 66は底部片。 67・68

はスクレーパー。

(2) ④区N層出土遺物(第16-19園、第4表、図版8・9)

1....8は坂の下式系土器の深鉢。 1は口縁部片。直線的に立ち上がり、口唇部を平坦にする。外面に

斜 i"'-J位凹文を施す。 2....8は底部片。 2は直に立ち上がり、外面に縦位凹文を施す。 8は上げ底を呈

し、底部から胴部に向かい内管しながら立ち上がる。底側部に指オサエの痕が確認される。 9は小池

原上層式系土器の深鉢。波状口縁に沿って口縁部から胴部上半に磨消縄文を施す。胴部に補修孔が認

められる。 10は深鉢の口縁部片。 11.....13は縄文時代晩期の精製浅鉢片。 11・12は外聞きに立ち上がり、

12は口唇部内外面に沈線を施す。外面はミガキが施されていたと思われるが風化による劣化が著しい。

内面は一部ミガキが施されている。 13はn・12のようなくびれを有さず、椀に似た形状をなし、口唇

部に沈線を施す。 14....18は粗製深鉢。 14は直立気味に、 15・16は内傾しつつ僅かに外反する口縁部片。

17は内轡する胴部片。 18は平底の底部片。 19.....25は縄文時代晩期後半の土器と思われる。 19は直に立

ち上がり、口縁部直下に刻日突帯文をもっ。 20は胴部屈曲部から口縁部にかけて「く」字形を呈する。

口縁部と胴部屈曲部に刻目突帯文をもっ。 21 ・ 22は胴部片。 21 は屈曲部に突帯を持ち、 ~J 目が施され

ていたと思われる。 23は外反する口縁部片。 24・25は外面に条痕ナデ消しを施す浅鉢の胴部片と底部

片。 26は滑石を含む剣型の土製品。 27は滑石を含む土器片を加工した紡錘車。 28は石鎌。 29はつまみ

形石器。 30.....51はスクレーパー。 37は鎌形の石話の可能性をもっ。 42はコアスクレーパー。 45は使用

痕剥片の可能性をもっ。

(3) ⑤区E層出土遺物(第20園、第5表、図版9)

1は土師器の高杯。杯底部から脚部にかけて厚みをもっ。 2は白磁碗E類の底部片。高台の内側は斜

めに、外面は直になる。
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番図版号 種類 器種
調整

焼腐
色調

胎土 傭考
外面 内面 外面 内面

l 弥生土器 聾/壷 ナデ ナデ やや不良開捕色償問 にぷい横色 やや粗義長石・石英・角関石・雲母

z 土師楼 聾 ハケ目ナデ消し ハケ目ナヂ摘し 良好 橿色 省色 キキ精. 11母・馬色濫子 'Ij、機・砂泣

3 土町器 書 ナデ ナデ やや不良 にぷい橿色 にぷい橿色 やや粗車産石英・角閃石・雲母・赤色虚子

4 土師醤 i! ナデ ナデ やや良好 浅黄橿色 にぷい橿色 やや粗韓民石・雲母・赤色桂子

5 土師器 費 ハケ目ナデ消し/ハケ目 ナデ やや良好 檀色 橿色 やや精錬石英・雲母・小碍・砂粒

6 土師器 型車 ナデ/捕オサエ/ハケ目ナデ摘し ナデA骨オサエ やや良好 橿色 積色 やや粗義石英・雲畢・赤色経子・4咽・砂誼

7 土師器 聾/壷 ハヶロ ナヂilllオザエ/へ予踊りナヂ摘し やや不良 橿色 糧色 キキ粗車産石英・角閃石・雲母

B 土師器 実/壷 ナデ/ナデ消し/ハケ目 ハケ目/ヘラmIり/指オサエ やや不良 にぷい賞者色 灰黄褐色 やや粗車産石英・角閃石， 11母

9 土師醤 実/査 ナデ ナデ やや不良 密色 省色 粗雑 長石・雲母・白色経子・赤色l2子

10 土師器 ‘I宮邑 回転ナデ消L ナデ やや不良 密色 橿色 やや粗強長石・雲母・赤色粒子

11 土飯器 蔓/壷 ハケ目ナデ消し ハケ目ナデ消し/ヘラ削り やや不良 黒褐色 黒褐色 やや粗隷長石・石英・角関石・雲母

12 土師器 聾/壷 回転ナデ消し ナデ やや良好 に」白い橿色 糧色 やや粗量産石英・雲母・白色越子・赤色盤子

13 土師梼 葺/壷 ハケ目ナデ消し ナデ キキ不良 にぷい橿色 にぷい檀色 やや精飯石英・角閃石・ 11母・赤色.fit子
14 土飯器 実/壷 ナデ ナデ やや不良 密色 浅黄墨色 粗雑 雲母・白色雄子・赤色粒子

15 土師器 重/輩 ナデ ナデ/指オサエ やや不良 にぷい貧橿色 』こぶい黄橿色 やや粗雑石英・雲母 a赤色栓子

16 土飯器 費/壷 ナデ ナデ やや不良 密色 者色 やや粗譲長石・石英・雲母・赤色粒子

17 土師器 聾/壷 ナデ ナデ やや不良 にJ:い貧橿色にぷい貧橿色 やや粗量産雲母・赤色粒子

18 土師梼 蔓/壷 ナデ ナデ やや不良 黒褐色 にぷい質種色 やや粗雑長石・石英・角閃石， 11母
19 土飯器 杯 ナデ ナデ やや良好 密色 糧色 やや精級 長石・雲母・白色桂子・赤色l2子

20 土師器 tヰ ナデ ナデ やや良好 橿色 にぷい橿色 やや粗雑雲母・白色粒子・赤色粒子

21 土師器 杯 ナデ ナデ やや良好 密色 にぷい橿色 精根 雲母・白色粒子・赤色粒子

n 土飯器 杯 ナデ ナデ やや良好 橿色 赤橿色 やや精歯止 雲母・白色粒子・黒色盤千・草色詮子

n 土.'犠 琢 ナデ ナデ やや良好 橿色 に..1:い檀色 やや粗雑雲母・赤色粒子

24 土師棲 杯 ナデ ナデ やや不良 密色 種色 やや粗車産 角閃石，_母・赤色濫子

25 土師曇 坪 ナデ ナデ やや良好 にぷい橿色 橿色 やや鳩鍛雲母・黒色粒子・赤色粒子

26 土師器 杯 ナデ/ハケ目ナデ消し ナデ やや良好 密色 置色 やや締.石英・雲母・赤色粒子

27 土飯器 鉢 指オサエ ナデ やや不良 橿色 橿色 やや粗量産 長石・雲母・白色粒子・赤色粒子

28 土自E楼 '昆 ナデ ナデ やや不良 にぷい担色 糧色 やや粗雑雲母・白色粒子・赤色粒子

m 土師器 鉢 ナデ ナデ やや良好 にぷい笹色 賞歴色 やや精微石英・援母・白色桂子・赤色盤子

30 土.'曇 鉢 ナデ ナデ やや不良 橿色 橿色 やや精飯石英・角関石・雲母

31 土飯器 鉢 ナデ ナデ やや良野 密色 糧色 やや粗緯雲母・白色粒子・赤色粒子

32 黒色土器 塊 ナデ ナデ やや不良 橿色 黒色 やや粗建長石・石英・雲母 AII 

33 黒色土器 塊 ナデ ナデ やや不良 灰黄色 間音背灰色 やや粗車産 長石・角関石， 11母 A煩

34 黒色土梼 塊 銀し磨き 婚しl審き やや不良 黒色 黒褐色 やや粗雑長石・宥英・角閃石， 11母 B類

3晶 黒色土器 塊 ナデ/織し単聖書 ナデ やや良好 黒色 黒褐色 やや珊線長石・雲母・赤色粒子 B頚

36 士菌E器 高杯 ナデ ナデ やや良好 密色 橿色 やや縛鍬雲母・白色桂子・赤色粒子

37 土師器 荷停 ナデ ナデ やや良好 に』置い檀色 浅貧撞色 やや粗緯雲母・白色粒子

お 土師器 高杯 ナデ/指オサエ ナデ やや良好 橿色 にぷい横色 やや精. 石英 ・雲母 ・赤色誼子 ・Jj¥]圃 ・砂粒

39 土官官器 高杯 ナデ ナデ 良好 橿色 にぷい種色 キキ精微石英'.母・赤色濫子・砂泣

40 土町棲 高杯 ナデ ナデ 良好 にぷい橿色 にぷい橿色 精調t 右英・雲母・赤色粧子

41 土師醤 高杯 ナデ ナデ やや良好 橿色 橿色 やや粗緯 甑・石英・制・脱出量子・純絵子

42 土師器 荷停 ハケ目ナヂ消し/指オサエ ハケ目ナヂ消し 良好 檀色 にぷい橿色 やや嫡飯石英・雲母・赤色粒子・砂粒

43 土師器 高杯 ナデ/指オサエ ナデ やや良好 橿色 横色 やや粗義石英・雲母・黒色粒子・赤色粒子

44 土師器 荷停 ナデ/指オザエ ナデ 良好 橿色 糧色 精練 石英'.母・赤色越子・砂泣

4昌 土町器 荷杯 ナデ/指オザエ ナデ やや良好 にぷい橿色 にぷい橿色 やや粗車産石英，雲母・赤色粧子・砂泣

46 土師醤 高坪 ナデ ナデ やや良好 密色 橿色 やや粗擁 長石・石英・角周石・雲母・赤色桂子

47 土師器 荷主平 ナデ ハケ目ナデ消し やや良好 密色 橿色 やや粗益長石・石英・雲母

48 土飯器 高杯 ナデ ナデ やや良好 橿色 積色 やや粗譲石英・雲母・小覇軍・砂粒

49 土師器 荷停 ナデ ハヲ目ナデ摘し/指オザエ 良好 糧色 糧色 絡調血 石英・雲母・砂粒

回 須恵器 Z事董 ナデ ナデ 良好 灰色 灰色 やや精練長石

51 須恵暑 事事董 ナデ ナデ やや不良 灰色 灰白色 やや精級長石

隠 須恵器 坪身 ナデ ナデ 良好 灰白色 灰白色 やや捕級長石

国 須恵器 杯身 ナデ ナデ やや良好 灰白色 灰白色 精調k

54 須恵器 琢身 ナデ ナデ 良好 灰色 灰色 精級

55 須恵器 I:F身 ナデ ナデ 良好 灰白色 灰白色 やや精鍍長石

司b 須恵器 杯身 ナデ ナデ やや良好 灰色 灰白色 やや精級長石

57 須恵器 杯身 ナデ ナデ 良好 録灰色 膏灰色 やや婚級長石

回 須*-器 杯身 ナデ/ヘラ扱き文 ナデ 真好 灰白色 灰白色 やや締級長石・石英

関 須恵器 荷主事 ナデ ナデ 良好 灰白色 灰白色 やや捕. 長石

印 須恵梯 魁 ナデ/浪状文 ナデ 良好 背灰色 褐灰色 精.

61 須恵器 唱邑 ナデ/ヘラ掃き文 ナデ やや良好 灰白色 灰色 やや精級

62 須恵曇 事E ナデ/波状文 ナデ やや良野時オリーア反告 灰白色 やや鳩級長石

臼 須恵器 i! ナデ ナデ 真好 オリープ黒色 灰色 精根 長石

“ 
須恵器 聾 ナデ ナデ 良好 育灰色 灰白色 やや輔自量長石・赤色粒子

笛 須恵器 型E ナデ ナデ 良好 背灰色 灰色 精調E 長石

“ 
須恵器 型車 ナデ ナデ やや良好 灰色 灰色 やや精線長石

番園版号 器種 石種
最大長

法量凶〕

最大幅 最大厚
重き (11) 備考

67 スクレー~t- 黒曜石 28.0 21，0 旦0 3.32 

鑓 スクレ-~<- 黒咽石 38.0 あ 5 |ω  邑初 未製品

第3褒④区E眉遺骨観察褒
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(4) ⑥区田層出土遺物(第21-24図、第6・7表、図版10・11)

1.....9は縄文時代後・晩期の土器と思われる。 1は坂の下式系土器の口縁部片。直に立ち上がり波状

口縁を呈する。 2-4は角閃石を含み、直に立ち上がる口縁部をもっ襟鉢片。 2'ま口唇部が肥厚する。 S

-7は平底の底部片。 8は精製浅鉢片。断面「くJ字形をなし、口縁部に向かい外反する。穿孔が認め

られる。 9は口縁部に期HI突帯文をもっ藻片。 10-15は弥生時代前期の土器と思われる。 10・"は如

意状口縁をもっ喪片。口唇部に刻目を施す。 12は胴都に、 13はロ縁部に断面三角形の刻目突帯を一条

貼付ける費片。"は口縁部に rMJ字状の突帯を一条巡らす灘片。先端に浅い刻呂を施す。絡は平底

の底部。館山34は土師器。時-23は議もしくは壷の口縁部片または胴部片。鳩山20は外反、れは直に

立ち上がり僅かに外反する。 22・23は断面「くJ字形をなす。 24は杯身のロ縁綜片。董受け立ち上が

りは内観する。 25.....27は杯の口縁部片。 28・29は鉢の口縁部片。 29は口縁が僅かに外反する。 30.....32

は高略。 30は直線的に立ち上がり玉縁状の口唇部をもっ。羽は杯底部片。 32は脚底部片。 33は甑の腕

部片。 34は手握賓の胸部片。 35-49は須恵器。 35-40は杯輩。 35は天井爺から口縁部にかけて垂置に

屈曲し口唇部を平坦にする。 36は口唇部と屈曲部に沈線を施す。 37-39は天井部と体協の境はなく丸

みを持つ。 40$ま天井部から一旦窪んで口縁部に至る。制-48は杯身。蓋受け立ち上がりはやや内傾し

口唇部は丸味を帯びる。 43・45..... 綿は釜受け立ち上がりとかえりの境界に沈線が巡る。絡は内外面の

一部に自然勅カt付着する。 49は費の澗部片。内面に同心円の当て具痕を残し、外面はタタキ調整を行

った畿にカキ目を施している。部分的にカキ自の上にタタ今の痕が見られる。 50は石銭。両側縁が内

毎し胸部の扶りは深くて丸い。剖-67はスクレ】パー。 68・69は釘製石斧。 70は石槍。 71は砥石。

o 5cm 

第悌園④区高，.出土遺物(4)(S=1/2) 
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脅圏直号正 魯JI 温唱E

1 縄文土器 標鉢

z 縄文土樽 標f$

z 縄文土語 禄鉢

4 縄文土器 糧!!II;

5 縄文土器 標鉢

6 縄文土都 場体

7 縄文士，. 標-

a 縄文土器 樺鉢

9 縄文土器 標鉢

10 織文土轡 標f$

11 縄文土穆 洩鉢

12 縄文土器 揖鉢

13 縄文土器 湧鉢

14 縄文土審 標f$

15 縄文土得

課-16 蝿実土器 様鉢

11 縄文土審 禄.

18 縄文土嘗 標.

19 縄文土縛

課-却 縄ヱ土器 様鉢

21 縄文土.

海-2 縄文土繕 標鉢

沼 縄文土縛 裸-24 縄文土器 浅f$

25 縄文土醤 洩量本

26 土製品 閑却幽

7:f 土...w. 蹄陣

番国号国民 鶴種 石種

28 右量島 M国岨若

調 問まみf耳石剥同咽石

30 スクレ』バー帥潤
31 スクレーパー同町

32 7.?レーパー畑町

33 スクレーバー同曜酒

34 スクレーパー同町

35 スクレーパー同町

36 7.?レーバ』同・5
主1 スタレ』川戸川剛志

38 スクレーバー畑町

却 スクレーパー同町

40 来9レーパ』同岨石

<1.1 7.?1〆日パーH国岨石
.j，2 スクレーバ』同咽石

43 スクレー川ー同・石

" スクレーパー同岨石

45 Xクレーパー~山容

“ 
7.?レ』バー|安山岩

47 スクレー川ー国E山容

48 スクレーパー降山容

49 Xクレーバー峰山l旨

50 7.?レーバー出山l宮

51 スクレー川ー隆哩

網整

外面

ナヂ/併位凹文

搬位回文Jナヂ

ナデ

ナデ

ナデ

条損Eナヂ鴻し/ナヂ

ナヂ

象.1"デ精しINオサエ/ナデ

ナヂ川県孔

条IIナデ消し

膚宰

ナデ/条痕ナヂ精し

条IIナデす育し

条Dlナデ消し

象aナデ精し

条<<ナヂ捕し/条痕

条痕ナデ鴻し/ナデ

刻目/ナデ

ナデ/会復ナデ精し

ナデ/条痕ナデ精し

条.

ナデ

条IIナデ摘し

条痕ナヂ精し

働位四文/緩位四文

ナデ

最大長

11.6 

2z.2 

"0.2 

17.0 

25.0 

25.0 
鈍且

位且

2l，O 

現3

鎗3

銘A

3l，O 

32Jl 

位且

認且

47.4 

49.6 

ぬ1

野且

37.0 
46.0 

760 

7，ω 

外面

ナデ

施撤/S.島

調整

lIlit 
色調

飴土
内面 外面 内面

.考

ナデ 良好 事褐色 暗輔色 やや精髄滑';fi

ナデ 良好 羽赤褐色 陣褐色 精自E 滑石・歩色桂子

ナデ やや良好 禍灰色 暗骨灰色 キキ粗銀石lI!:.a母・滑石・赤色綾子

やや良好 糧色 や守粗車庫 石英・角間石・雲母.IT色絵子

ゴトデ キキ良量子 置色 灰白色 やや姐鎗石英・雲母・赤色盤子

条痕ナヂ痢し 怠髭 縄灰色 灰3青梅色 やや組織石英..~畢

ナデ 怠量ま 笹色 Bt白色 キキ精飯石英・角関石....訟色艦子

条痕ナデ摘し 良好 に~い貨褐色区~い賞置色や守粗緯石英・角間石・雲母・最色震予

ナヂ/穿孔 やや良好 橿色 明禍灰色 やや糟鍍右英・雲母

ナヂ 良好 漏褐色 脇褐色 やや精由民石英・.~畢

.~ 怠革ま 皮質褐色 1:.ぷい貧笹色 キキ舗..母

良好 灰賞置色 思帽色 やや輔組長石・雲母・赤色雄子

ナデ/条旗ナデ摘し 皇量豊 禍灰色 構灰色 やや租結石英・震母

ナデ やや奥野 にぷい着色 褐灰色 やや粗緯石英..~畢・赤色桂子

会痕ナデ摘し やや島好は~い賞橿~ に..;;い橿色 ..や粗韓石lI!: .a~

粂.ナデ摘し キキ良AT 灰白色 Sこ~い賞'色やや粗鎗石英・雲母・赤色雄子

条痕ナヂ摘し/条痕 やや良好 黒褐色 に..;;い褐色 やや粗績 長石・石英・角関石・雲母・赤色虚子

条<<ナデ摘し やや不良民ぷい貧槍色 思褐色 やや租緯雲母

ナデ 奥野 反褐色 1:..1;い賞笹色 宇中綿置E長石・石英.a母
ナデ/条痕ナデ澗し 守平良好ーと~い賞'色 黒色 やや精級長石・石英・雲母・赤色継子

ナデ やや良jf 禍灰色 灰白色 やや粗筋石英・角閃石..母

象<< やや良好 民縛色 にぷい褐色 やや精後最右・若菜・角関若....iI<色艦子

ナデ キヤ鹿島子 民白色 灰白色 やや粗緯石英・赤色車皇子・4峨
ナデ 良好 にぷい密色 にJ;い'色 守守精鋭石英・角閃石.!S母

ナデ 良草署 橿色 思桶色 やや糟飯石英・角閃石・...小磯

十デ やや良好 暗事暢色 暗赤縄色 やや糟骨量 11111:.滑右.iI<色桂子

ナデ 奥野 赤褐色 震構色 やキ輔自1 t皆石・赤色桂子

法量(JI)
Itきは}

最大幅 最大軍
.司E

11.6 且5 且35 ー町片鎗の可箇佐畠り.免措趨亙1'11町傍片方失損.脹昏査

12.1 6.0 1.38 折輔なし.屠昏盛

36.1 15.0 1431 ...... 底辺にスクレーバーエヲジあり.

舗b 也S sm --ii:辺1:スクレーバーエッジあ1).

2畠 4.5 主49 両信橿越にスタレ』パ』孟ヲジあり.

43.0 17.0 l3.lI晶 ...... 阻口クレーパ目的9あり.

鑑畠 也血 12.舗 一也監辺広スクレーパーエヲジあり.

43.7 112 10.20 復叡81:スクレー丹』エッジあ1).民岳藍

望地 E畠 3.6( 穫量揖t:スタレ』バー且"79あり.

29.2 &3 邑13 右舗の可搬佐あり.脹昏産

32.1 6.z 1AO 復鍛縁t:スクレ』パ』エッジあり.屡岳.

Z1!i 且2 也2 復蛍揖にスクレー月』エッジあり.展岳重

軍S 9.0 10.08 -緑区スタレ』バー且79あり.

4LO 14.Q 19.60 復鍍車庫区;r.クレーバーエフジあり.

強 L1 1M 13.却 コy;r.~レーパー.一..にスクレーパーエ"79あり..昏直

34.0 且b 且.4.1 一制揖にスクレー月ーエッジあ甲.

総S 11.2 l3.63 両領事量1:スクレーパー品79あり.脹骨量

52.0 11.2 31.62 使用媒調片の町由自性...~.

凪且 担.5 ロ17.00 ----a理院スクレーパーエヲジあ1).

78.0 15.0 58.31 一世量辺にスクレーHーエッジあり.

掛D 11.0 16.28 ー録減1:且クレーバーよ広79あり.

盆凪 6.5 16.45 寸阻区スクレーバーエッジあり.

鍋島 12.5 61.6& 被鯨揖にスクレーパーエヲジあり.

5t.o 9.0 43.73 書畝縁にスクレーバーエッジあり.

第4裏@区W圃遺物観聾喪

ぷ三ア
第20囲 ⑤区E贋出土遺物(8=113)

内面

ナデ

組渦

第5喪⑤区E周遺物観串農

-23-

。

胎土

守宅組謀長石・赤色車宣子
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72はつまみ形石器。@区東側(B-2-15.B-3-11・12・15・16区)から2-15・22・25が、西側(B-2

-4・5・10区)からt・16.....21・23・24・26-舗が出土した。

. .ι . 

。
10c踊

二三五三三三:こ、宅 二:「二

j ; 戸三ミ¥ ヨ主
丈ミヨ..d ミ 寸五二J

ミミユJぞミ三ι?、二J三ぞ

第n国⑥ 区E層出土遺物(2)(S司法)

保

ω



j鶴 謬思議議傘噂-~雪
〈つ 50 <c> 51 くニ二> 52 。 Scm 

一議事ーめ 。
〈こ> 55 

ζ二> 54 騒む ζ〉
〈ごミ 56 0 

Scm 

く←\ウ~ 58 59 

のりゅ
60 

ζ 三二〉

品。的62 品l凸
2h鱗~Q~

く斗 66 

第23図 @区m.出土遺物(3)(8=112、国防=213)
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てこ二ごう 68 て ヲ 69 

-~-~ & tJτ¥口曾-0() 
o 71 c> 70 

72 

5cm 。
10c圃 5cm 

第24図 ⑥区E層出土遺4・(4)(S=113、70は8=1/2、72はS=2I3)

第6襲⑥区E層遺物観串療(1)
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番図版号 器種 石種
最大長

法量(皿)

最大幅 最大厚
重苦 (g) 傭考

50 石曲員 黒曜石 15.0 18.0 4.0 0.80 先鋼部欠損

51 スクレーJ電ー lIiI曜石 26.0 21.0 且5 4.12 複数縁辺にスクレーパーエッジあり

52 スクレー2電ー県明石 29.0 27.0 5.5 3.38 複数縁辺にスクレーパーエッジあり

53 スクレーp考』 黒曜石 36.0 25.0 6.0 底.18 複数縁辺にスクレーパーエッジあり

54 月クレーF守ー黒曜石 46.0 41.0 13.5 29.35 複数縁辺にスクレーパーエッジあり

55 スクレ-，電ー 黒曜石 26.且 26.0 8.0 3.鎚 複徴縁辺にスクレ』パ』エッジあり

56 スクレー2電ー黒曜石 34.0 27.0 12.5 11.飴 複数縁辺にスクレーバーエッジあり

57 スクレーpをー 黒曙石 48D 28.0 18.0 21.03 複数縁辺にスクレーパーエッジあり

58 スクレーパー陵山砦 50.0 49.0 虫0 26.84 複数縁辺にスクレーパーエッジあり

59 スクレ-，電』 黒幅石 38.0 63.0 14.0 29必 ー縁辺にスクレ}パーエッジあり

ω スクレーパー黒曜石 22.0 33.0 5.0 3.81 複数縁辺にスクレーバーエッジあり

61 スクレー，~- 黒曜石 42.0 56.0 13.0 20.63 複数縁辺にスクレ』パーエッジあり

62 スクレーパー黒曜石 24.0 37.5 10.0 10.33 三伺縁辺にスクレーパ エッジあり

63 スクレ-，を』鳳曙石 32.0 3邑日 邑日 且.92 一縁辺にスクレーパーエッジあり

64 スクレーパー 顛瞳石 33.0 39.0 7.0 13.72 ニ側縁辺にスクレーパーエッジあり

缶 スクレーp電ー~山岩 44.0 34.0 7.0 9.20 複数縁辺にスクレ』パーエッジあり

66 スクレ-，竜一~山岩 94.0 45.0 34.0 82.00 複数縁辺にスクレーバーエッジあり

67 スクレーFをーl1i山岩 57.0 回'.0 11.0 501附 一縁辺にスクレパーエッジあり

68 打製石斧 俊山皆 154.0 75.0 21.5 305!∞ 
69 打製石斧 l1i山岩 145.0 93.0 おD 425.00 

70 石槍 院山岩 31.0 20.0 12.0 6.51 

11 砥石 砂岩 147.0 41.0 22.0 230.00 

72 つまみ形石器 黒曜石 19.0 12.0 7.0 1.12 

第7表⑥区E眉遺物観察表(2)

平成22年度④区間査風景
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(5) ⑦区 1 • II層出土遺物(第25-お園、第8・9表、図版12・13)

出土遺物は、石器・縄文土器・土師器・須恵器・黒色土器・製塩土器・瓦質土器・貿易陶磁器・銭

貨等約956点である。そのうち92点を掲載する。

① I届出土遺物

1は土師器の壷である。口縁部から頚部にかけて残存し、頭部内面に指オサエが残り、外面にはハ

ケ目ナデ消しが施され、口縁部は外反する。 2・3は玄界瀧式製塩土器と思われる。外面に粗いタタキ

の痕が認められる。 4は越州窯系青磁の碗の底部である。内面の貫入が著しく、見込みに小さな目跡、

畳付には砂目跡が残る。また、底部には糸切り痕が残る。

② E層出土遺物

5.....9は縄文土器である。 5・6は後期の深鉢である。 5は口縁部で、内・外面に条痕ナデ消しの痕が

みられる。 6は口縁部で、渡状口縁の可能性がある。 7・8・9は晩期の深鉢である。 7は口縁部で、ほ

ほ直立する。 8は口縁部から胴部上半にかけて残存し、内・外面に貝殻条痕が残る。 9は平底の底部で、

内・外面に指オサエが施される。 10.....27は土師器。 10.....13は壷である。 10は口縁部から頭部にかけて

残存し、口縁部に向けて器壁は薄くなり、外反する。内面に粘土を貼り付けた痕が残る。刊は口縁部

で、 「くjの字形に屈曲し、口縁部は外反する。 12は平底の底部である。 13は頭部で、内面にヘラ削

りを施す。 14.....18は境である。 14.....16は口縁部から体部にかけて残存する。 14は口縁部が内轡する。

15は内・外面にハケ日が施され、口縁部はやや外反する。 16は体部は内轡するが、口縁部はやや外反

する。 17は口縁部が体部よりも薄く外反する。 18は底部で、高台は低く小さめである。 19は坪の底部

で、糸切り痕が残る。 20.....27は高杯である。 20は杯底部から脚部が残存し、坪と脚部の接合部内面に

指オサエが確認される。 21・22は、脚部が欠損している。 23の内面は欠損し、杯と脚部の接合部内面

には指オザエが認められ、外面には丹塗りの痕跡が認められる。 24・25は脚部である。 24は外面にハ

ケ日が施される。 25は脚部中央にわずかに膨らみを持つ。 26・27は裾部で、先端は断面方形を呈する。

28・29は玄界瀧式製塩土器と，思われる。いずれも、外面に粗いタタキの援がみられる。 29は内面にわ

ずかに炭化物が付着している。 30は土師器で内面に指オサエが残るが、器種は不明である。 31.....36は

瓦質土器である。詳しくは、後述のSR-321層出土遺物を参照。 31は壷で、口縁部は短く、外反する。

32.....35は境である。 32は体部から底部が残存し、丸底を呈する。 33は底部で、外面に丹塗りの痕跡が

認められ、高台は断面方形状である。 34は底部で、高台は低く小さめである。 35は底部で、高台部分

が欠損する。 36は皿の口縁部で、外反気味に聞く。 37......52は須恵器である。 37......42は査である。 37は

底部で、内面に同心円文の当て具痕、外面に格子目タタキの痕が残る。 38は口縁部で、ほぽ直立に短

く立ち上がり、外面に灰オリープ色の粕薬が掛けられている。 39は口縁部で端に小さいかえりが施さ

れ、外反する。 40は胴部である。内面に当て具痕が残る。 41は平底の底部で、内面に自然粕の付着が

認められる。 42は平底の底部である。 43は杯で、口縁部は内聾する。 44は杯身で、かえりは小さく

体部は丸みを帯びる。 45は坪身で、蓋受け立ち上がりはわずかに内脅する。 46は高杯の杯部。上半に

波状文が施きれ、脚部が欠損する。 47は頭部と恩われるが器種は不明。外反する口縁部の端に小きい

かえりが施される。内面には自然粕の付着が認められる。 48は頭部と思われるが器種は不明。 49は高

坪の脚部と思われ、渡状文が施される。 50は器台である。脚部下半部に波状文が施される。 51・52は

士師質須恵器である。 51は壷の口縁部で、短く外反する。また外面には、オリープ黄色の自然軸がわ

-29-
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図版 法量(ロn)( )は復元 調整 色調

番号
種類 器種 出土地区 層住 焼成 胎土 備考

口径棒高底径 外商 内面 外面 内函

1 土師器 盛 A-2-22:r 1 (15.1) 4.2 ナデデ/ハ消ケし目ナ ナデ/指オサエ にぷい黄笹色 灰白色 やや良好 やや摘縁{長石・赤色粒子・黒色栓子)

2 |重畳語 A-2-22イ 1 2.5 タタキ目 ナデ 種色 黒褐色 やや不良 やや粗車産(雲母・長石・石英)

3 瞳季語 A-2-22ィ 1 2.7 タタキ目 ナデ にぷ同種色 灰禍色 やや不良 やや粗鎗(雲母・長石)

4 青磁 碗 A-2-22イ 1 2.4 (7.4) 施紬砂11目露胎/ 施柑 オリーブ黄色 灰黄色 良好 やや精績(黒色粒子} 越州E

5 縄文:f:梼 標鉢 A-2-23 '7 2 6.7 条痕ナデ摘し条痕ナデ摘し にぷい樺色 にぷい世色 やや不良 組緯(角閃石・石英，白色粒子，雲母} 後期

6 縄文土器 標鉢 A-2-23ゥ 2 3.0 ナデ ナデ にぷい赤褐色 にぷい赤褐色 やや不良 粗雑(長石・雲母) 後期

7 縄文土犠 深鉢 Eト2-37 2 3.3 ナデ ナデ にぷい橿色 灰白色 不良 粗.(雲母・石英) 晩期

8 縄文土梼 深鉢 A-2-23 '7 2 (26.0) 10.6 貝再E条痕 貝破条痕 にぷい赤褐色 暗赤褐色 やや不良 程緯 晩期

9 縄文土器 機鉢 A-2-23ゥ 2 4.2 (12.8) ナデ/指オサエ ナデ/指オサヱ 櫨色 浅黄色 やや不良 やや粗鎗(雲母・長石) 晩期

10 土師器 盛 A-2-22ェ 2 (18.0) 6.0 ナデ ナデ 橿色 盤色 不良 粗緯(雲母・長石・赤色粒子)

11 土師樽 量 A-2-22ェ 2 3.4 ナデ ナデ 禍灰色 浅黄色 やや不良 詩型群:籍踏石噌

12 土師棒 壷 A-2-22ェ 2 1.3 (10.0) ナデ ナデ 櫨色 にぷい橿色 やや良好 やや締霞(重量母・長石・赤色粒子)

13 士郎楼 盛 A-2-22イ 2 3.7 ナデ ナデ/ヘラ剛り 明禍灰色 にぷい粛檀色 やや不良 や(雲や母粗・長鎗石・赤色粒子・白色粒子}

14 土師縛 繍 A-2-22イ 2 (11.6) 5.6 ナデ ナデ 橿色 置色 やや不良 や(雲や母・租長縛石・石英・白色粒子.#色盤子}

15 土師器 繍 A-2-22ェ 2 (14.0) 5.7 ハケ目 ハケ目 浅貧種色 担軽赤樫色 不良 粗雑(.母・赤色粒子)

16 土師楼 塊 A-2-22イ 2 11.8 6.8 ナデ ナデ にぷい橿色 にぷい赤褐色 辛や不良 や(雲や母粗・員雑有・石英・赤色粒子・白色般子)

17 土師縛 繍 A-2-22イ 2 3.4 ナデ ナデ にぷい橿色 浅黄笹色 やや不良 やや粗緯(雲母・長石・赤色粒子)

18 土師器 繍 A-2-22ェ 2 1.6 ナデ ナデ 浅貧色 浅黄色 やや良好 や(雲や母精・微長石・白色粒子・赤色粒子}

19 土師器 事ヰ A-2-22ゥ 2 1.4 ナデ ナデ 浅黄撞色 橿色 やや良好 やや精.(雲母・赤色粒子}

20 土師梼 高邦 A-2-22イ 2 8.5 ナデ ナデ/指オサエ 橿色 にぷい恒色 良好 キキ精.伍英・長石・雲母・黒色魁子)

21 土師棒 高責FA-2-22イ 2 1.6 ナデ ナデ 種色 にぷい笹色 やや不良 やや粗縛(雲母・長石)

22 土師器 高部 A-2-22ェ 2 1.9 ナデ ナデ 明褐灰色 にぷい笹色 やや不良 争中組織(雲母・赤色粒子・白色粒子)

23 土師梼 高邦 A-2-22ェ 2 2.5 ナデ 指オサエ 橿色 やや不良 や{雲や母租・長纏石・白色粧子・赤色粧子)丹塗り

24 土師樺 高責FA-2-22イ 2 4.9 ナデ/ハケ目 ナデ 橿色 にぷい赤褐色 やや不良 やや組強(雲母・長石・石英・白色盤子}

25 土師器 両部 A-2-22イ 2 6.9 ナデ ナデ にぷい檀色 にぷい笹色 やや不良 やや担緯(援母・白色佐子・赤色粒子)

26 土師様 高1iF A-2-22ゥ 2 2.5 (12.4) ナデ ナデ 橿色 笹色 やや不良 や(雲や粗・雑石・赤色粒子・白色粒子〉

27 土師梧 高埠 A-2-22イ 2 1.8 ナデ ナデ にぷい種色 にぷい笹色 やや不良 やや粗線(寓母・長石・赤色粒子)

28 

瞳iA-2-22ウ 2 3.6 タタキ目 ナデ 褐灰色 灰褐色 やや不良 キキ盤強(雲母・長石・石英・白色魁子)

29 A-2-22ェ 2 2.9 タタキ目 ナデ 櫨色 灰褐色 やや不良 やや粗.(雲母・長石・白色粒子)

30 土師縛 不明 A-2-22イ 2 2.5 ナデ 指オサエ 灰白色 褐灰色 やや不良 やや粗緯(寓母・長石・白色粒子)

31 瓦質土器 壷 A-2-22ェ 2 1.7 ナデ ナデ にぷい黄櫨色 にぷい黄褐色怜や良好 やや輔徹(露母・石英・白色粒子)

32 瓦質土器E 椀 A-2-22ィ 2 4.3 1.7 ナデ ナデ 褐灰色 灰貧褐色 やや良好 やや嶋績{雲母・角関石・白色魁干)

33 瓦質土梼 繍 B-2-2イ 2 1.8 (5.5) ナデ ナデ 橿色 黒褐色 やや良好 やや精練(長石・雲母・黒色粒子) 丹塗り

34 瓦質土器 繍 A-2-22 '7 2 1.7 ナデ ナデ 決黄色 黄灰色 やや良好 やや精鍬(露母・白色粒子}

35 瓦質土器 椀 A-2-22ゥ 2 2.4 ナデ ナデ にぷい貧檀色 黒色 やや良好 やや精錬(雲母)

36 瓦質土梼 皿 A-2-21ェ 2 1.8 ナデ ナデ 灰白色 灰褐色 やや良好 やや締罰置(長石・雲母・石英)

37 須恵棒 費 A-2-22イ 2 9.9 (13.6) 格子日夕タキ 当て具痕 灰白色 灰白色 やや良好 やや精鍬

38 須恵楼 査 A-2-22ェ 2 2.9 施紬 露胎 灰オリープ色 灰白色 やや良好 や辛精.

39 須恵縛 盛 A-2-22ウ 2 3.5 ナデ ナデ 灰白色 灰色 やや不良 やや粗雑(雲母噌白色誼子}

40 須恵器 畳 A-2-22 '7 2 2.8 ナデ/当て具痕 ナデ 背灰色 灰白色 良好 やや精鍬(白色粒子〉

41 須恵楼 壷 A-2-22ヱ 2 1.5 (12.4) ナデ 自然紬 灰白色 灰色 やや不良 やや粗擁(石英・白色粒子〉

42 須恵縛 盛 A-2-22ェ 2 3.3 ナデ ナデ 明オリーブ灰色 明背灰色 やや良好 やや鱒蹟(雲母・石英・長石a白色盤子)

43 須恵器 杯 A-2-22'7 2 10.0 2.1 9.0 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 やや良好 やや精鍬(白色粒子〉

44 須恵器 量F身 A-2-22イ 2 3.5 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 良好 輔自量(白色粒子)

45 須恵様 1iF身 A-2-22ェ 2 3.0 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 やや良好 やや精.(白色粒子〉

46 須恵器 高責FA-2-22ェ 2 2.8 話量状文/ナデ ナデ 明背灰色 灰白色 やや良好 やや精鍬(白色粒子〉

47 須恵器 頭部 A-2-22ェ 2 3.8 露胎 自然紬 浅貧色 灰白色 やや良好 やや精.

48 須恵器 頭部 A-2-22エ 2 2.9 ナデ ナデ 緑灰色 灰色 やや良好 やや'官級(白色粒子)

49 須恵棒 劇部 Eト2-2ウ 2 3.2 波状文/ナデ ナデ 灰色 オリーブ黄色 やや良好 やや精鍬(長石)

50 須恵器 韓基台 A-2-22ェ 2 5.2 (16.4) ナデ/波状文 ナデ 灰白色 灰白色 良好 やや精撮(白色粒子・黒色粒子)

箆8衰 ⑦区 I・E眉遺物観察褒(1) 
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図版 法量(口n)( )は復元 関蓋 色関

香号
種類 器種 尚土地区 層位 焼成 胎土 備考

口径器高底径 外商 内面 外面 内面

51 

与譜
壷 A-2-22ェ 2 3.4 .胎 震胎 オリープ黄信 灰白色 やや良好 やや精.

52 高事事 A-2-22ヱ 2 2.2 ナデ ナデ 櫨色 明褐灰色 やや良好 やや精.(雲母・白色粒子・赤色粒子)

にぷい黄檀包53 青磁 宣邑 A-2-22ェ z 2.8 施柑 露胎 浅黄色 やや良好 や争輔.(雲母) 越州E

54 青磁 壷 A-2-22y 2 1.3 a胎 灰黄色 灰白色 やや良好 やや輔自I(雲母} 越州E

55 青書陸 壷 A-2-22ェ 2 3.2 .胎 施軸 浅黄色 灰白色 やや良好 やや租緯(白色粒子・黒色粒子} 越州E

56 青磁 碗 ? A-2-22ウ z 4.0 施糊/1露胎 施紬 明黄褐色 にぷい黄色 良好 や辛輔.u間粒子} 越州E

57 育磁 査 ? A-2-23ァ 2 4.1 浅黄色 粛笹色 良好 やや組建 越州E

58 青磁 碗 A-2-22ウ 2 3.9 施勅 施軸 灰白色 にぷい黄色 良好 やや精.u草色粒子} 越州E

59 膏磁 碗 A-2-237 2 2.4 浅黄色 浅黄色 良好 やや輔.<白色粒子・黒色粒子) 越州E

60 育罰睦 碗 A-2-22:J: 2 1.2 施鞘 施軸 灰白色 灰白色 良好 やや精.0墨色盤子} 越州E

61 青磁 碗 A-2-22ェ 2 2.2 施勅 露胎 灰白色 貧褐色 良好 やや精.u草色。世子} 越州E

62 宵磁 碗 A-2-22ゥ 2 2.3 施糊/.胎 施紬 灰白色 にぷい黄色 良好 +辛輔.0闘世子} 越州E

63 青磁 碗 A-2-22ワ 2 1.5 -胎 灰白色 灰白色 やや良好 やや組緯(白色魁子・黒色粒子) 越州E

64 青磁 '邑 A-2-22 2 2.1 B胎 施軸 浅黄色 浅黄色 やや良好 やや租維(白色。敵手} 越州E

65 育磁 碗 A-2-22イ 2 2.6 施柑 施紬 にぷい黄色 にぷい黄色 良好 輔自世 越州

66 青磁 碗 A-2-22ゥ 2 1.8 施柑 施紬 浅黄色 にぷい黄色 やや良好 やや精.u柏粒子} 趣州

67 青磁 碗 A-2-22ェ 2 2.3 灰白色 灰白色 良好 精. 越州

68 背磁 碗 A-2-22ェ 2 2.6 施柑 施糊 灰オリープ包 オリーブ黄色 良好 輔自E 越州

69 青磁 碗 A-2-22ェ 2 2.3 施紬/1菖胎 施紬 灰白色 灰白色 やや良好 やや縛. 組州

70 青磁 碗 A-2-22ェ 2 4.6 a胎 露駒 灰白色 灰白色 やや良好 やや糟. 越州

71 背磁 碗 A-2-22.， 2 1.6 施柑 施糊 灰オリープe灰オリーブ色 良好 輔自量(黒色粒子) 樋泉黛

72 青磁 碗 A-2-22ェ 2 2.4 施柑 施柚 浅黄色 オリープ灰色 良好 キキ精.u草色粒子} 朝鮮系?

73 育磁 碗 A-2-23ウ 2 2.5 施柑 施軸 にぷい黄色 灰黄色 良好 やや糟鰍(白色也子} 朝鮮系?

脅聞販母 器種 出土地区 層位 石種 最大長位un)最大幅知un)最大厚古田n) 重吉色。 備考

74 剥片候 A-2-23ヮ 2 黒曜石 11.0 14.0 2.5 0.29 

75 石像 B-2-3ィ z 黒曜石 29.0 23.0 6.0 2.56 

76 スクレ】パ】 B戸2-3)' 2 黒曜右 36.0 22.0 9.0 6.34 コアXクレーパー

77 スクレーパー A-2-23ゥ 2 鳳曜石 45.0 40.0 17.0 38.26 コアスクレーパー

78 スクレーバー A-2-22ェ 2 黒曜石 33.5 31.0 8.5 8.66 

79 スクレ】パー A-2-22世 2 黒曜石 25.0 29.0 10.0 6.33 

80 スクレーパー A-2-22イ 2 黒曜石 25.0 41.5 9.0 8.94 

81 スクレーパー B-2-2イ 2 安山岩 69.0 70.0 21.0 112.00 

82 鈴桶盤石刃 A-2-23ウ 2 黒曜石 55.8 18.0 5.5 6.82 

83 鈴桶型石刃 B戸2-3)' 2 黒曜石 63.5 24.0 5.0 6.10 

84 鈴桶型石刃 A-2-23ウ z 黒曜石 52.0 20.0 4.5 5.03 

85 鈴桶型石}，} A-2-23ウ 2 黒曜石 41.0 19.0 4.5 2.87 

86 紡錘車 A-2-23 2 滑石 33.0 35.0 27.0 26.99 

塁悪 銭貨名 出土地区 層位 最大長unm)最大幅知un)最大毘:unm白 重さω 備考

87 寛永通宝 A-2-17.:r. l 23.4 23.4 0.3 3.20 古寛永

88 寛永通宝 A-2-22イ 1 23.7 24.1 1.4 2.42 古寛永

89 寛永通宝 A-2-17ェ l 23.1 23.2 1.0 2.41 新寛永

90 寛永通宝 A-2-22イ l 22.0 22.0 0.7 1.80 新寛永

91 -- A-2-21ェ 1 27.7 27.7 1.6 6.97 「官 醐貸明治十七年

92 五銭 A-2-22ィ l 20.5 20.5 2.0 5.48 五銭白銅賞明治二十九年

第9衰 ⑦区 1• n周遺物観察衰(2)
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ずかに残っている。 52は高杯の杯部である。色調は内面が明褐灰色で外面は樺色である。 53""'70は越

州窯系青磁である。 53・54は壷の体部片である。いずれも内面の紬薬はほとんど残っていない。 55は

壷の底部である。内面にわずかに軸薬が残っている。 56は見込みに白色土による目跡が残ることから、

碗と思われる。 57は壷と思われる。内・外面ともに粕薬は残っていない。 58....70は碗である。 58は口

縁部で、体部は内轡気味だが、口縁部はわずかに外反する。 59は内・外面とも紬薬は残っていない。

60は口縁部で小さい玉縁が施され、灰白色の紬薬が掛けられている。 61は底部で、見込みには環状に

細長く目i跡が残る。 62は底部で、見込みと畳付けに白色土による目跡が残る。闘は底部で、見込みに

は白色土による目跡が残り、内面の軸薬は残っていない。 64は底部で、内面にわずかに軸薬が残り、

見込みには白色土による目跡が残る。 65....70は碗の体部と思われる。 65は内・外面とも、にぶい黄色

の軸薬が薄く掛けられている。 66は内面の軸薬はほとんど残っていない。 67は内・外面とも軸薬は残

っていない。 68は内面はオリープ黄色、外面は灰オリープ色の軸薬が掛けられ、内・外面ともに残り

は良好である。 69は内・外面ともに灰白色の軸薬が掛けられ、貫入が著しい。 70は内・外面ともに粕

薬はほとんど残っていない。 71は龍泉窯系青磁の碗。灰オリープ色の軸薬が厚めに掛けられ、外面に

片彫りの蓮弁文が施される。 72・73は朝鮮系青磁と考えられる碗の口縁部である。 72は、内面はオリ

ープ灰色、外面は浅黄色の紬薬が掛けられ、口縁部直下に段を作り、そこから外反する。 73は、内面

は灰黄色、外面はにぷい黄色の紬薬が掛けられ、口縁部直下に段を設け、そこからわずかに外反する。

74""'86は石製品である。石種については74""'80・82""'85は呆曜石、 81は安山岩、 86は滑石である。 74

は剥片畿である。先端部が欠損している。 75は石畿である。平基無茎畿で、脚部が一部欠損している。

76・77はコアスクレーパーである。 76は石核の片側に剥離調整を行い、刃部を作出している。 77も石

核の両側縁に剥離調整を行い、刃部を作出している。 78""'81はスクレーパーである。 82....85は鈴桶型

石刃である。いずれも頭部調整カ噛される。 82は末端部が肥大している。 86は滑石製の紡錘車である。

87""'90は寛永通宝である。寛永通宝は寛永13(1636)年から鋳造された古寛永、元禄10(1697)年以降

に鋳造された新寛永に大別きれる。 87・88は古寛永、 89・90は新寛永である。 91は一銭銅賞で、明治

17年に鋳造されたものである。 92は五銭白銅貨で、明治29年に鋳造されたものである。

(6) ⑦区E層出土遺物(第29・30園、第10表、図版13・14)

出土遺物は土器24点、磁器1点、石器62点の合計87点。そのうち24点を図化した。 1・2は縄文時代

後期の深鉢である。 1はやや内轡する口縁部である。口縁はなだらかな波状になっていると思われる。

また、口唇部に鋸歯状の刻みを入れ、波状の突出部分にはより深い刻みを入れている。内外面は条痕

がナデ消されている。 2はやや内脅する口縁部である。口唇部はナデ調整で平坦に整えられる。内外

面に貝殻条痕が残る。 3は縄文時代晩期の深鉢の胴部である。内外面をナデ調整される。 4は越州窯系

青磁の碗の体部である。内外面ににぶい黄色の紬薬がかけられる。 5・6はスクレーパーである。石材

は黒曜石。 5は風化して表面の色が灰色である。表面右側上方は欠損している。 6は側面上半が自然面

である。 7は玄武岩のスクレーパーである。 8は剥片を取り終えた後の石核に刃部を作りだしてスクレ

ーパーとしている。表面に多くの自然面が残る。石材は黒曜石。 9....18は鈴桶型石刃である。頭部調

整される。石材は黒曜石。 12の石材である黒曜石は透明度が高く、全体的に透き通り、腰岳産のもの

と考えられる。13は側面下半に自然面が残る。 14は表面左側縁下半に両面から剥離調整して扶りが入

れられる。 15の両側縁は剥離調整される。また、表面右側縁下半に扶りが入れられる。 16は表面左下
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図版
種類 器種

法量(位。( )は復元 調整 色調

脅母
出土地区 層位 焼成 胎土 備考

口径縛高底径 外面 内面 外面 内面

1 縄文土器 漂鉢 A-2-23ウ 3 6.2 条痕ナデ摘し条痕ナデ消し 桶灰色 明禍灰色 やや良好 やや糟.

2 縄文土器 裸鉢 A-2-23ウ 3 3.8 貝殻条痕 貝殻条痕 明赤褐色 褐色 やや良好 やや締鍬{長石・石英・WJW

3 縄文土器 深鉢 A-2-231ヲ s 3.5 ナデ ナデ 灰白色 黄灰色 やや不良 やや粗.(石英・雲母・長石・白色世子}

4 青磁 碗 Aベ2-23ゥ 3 2.7 施鞘 施紬 にぷい貧色 にぷい黄色 良好 精微(黒色粒子) 勉州

|騨 機種 出土地区 層位 右種 最大長伽un)最大幅依田。 最大厚伽出。 .さ(g) 備考

5 スクレーパー A-2-23世 s 黒曜石 38.5 30.0 9.0 12.02 

6 スクレ』パ』 A-2-23ゥ 3 黒曜石 39.5 32.0 16.0 17.93 

7 スクレーパー A-2-23ウ 3 玄武岩 76.0 56.5 95.0 43.78 

8 スクレーパー A-2-23tJ s 黒曜石 39.0 40.5 21.0 33.20 コアスクレーパ】

9 鈴桶型石刃 A-2-23ゥ s 黒曜石 34.5 21.0 5.5 2.09 

10 鈴桶型石刃 A-2-23ウ 3 黒曜石 32.5 14.田昌 5.0 1.75 

11 鈴桶理石刃 A-2-23tJ 3 黒曜石 33.5 15.5 5.0 1.98 

12 鈴桶型石刃 A-2-23ゥ s 黒曜石 45.5 18.0 5.0 1.83 

13 鈴桶型石刃 A-2-23ウ 3 黒曜石 39.5 16.5 6.0 1.83 

14 鈴桶理石刃 A-2-23.;J 3 黒曜石 44.5 18.5 5.5 2.47 

15 鈴桶型石刃 A-2-23ゥ s 鳳曜石 55.5 22.5 10.5 8.72 

16 鈴桶型石刃 A-2-23ウ 3 黒曜石 47.5 24.0 5.5 4.33 

17 鈴桶型石刃 A-2-23世 3 黒曜石 32.5 11.5 4.0 0.86 

18 鈴桶型石刃 A-2-23.;J 3 鳳曜石 38.0 10.0 4.5 0.99 

19 右横 A-2-23ウ 3 黒曜石 44.0 27.0 18.0 21.48 

20 石被 A-2-23世 3 黒曜石 34.0 44.0 32.0 41.81 

21 つまみ形石器 A-2-23ゥ 3 鳳曜石 14.5 13.0 5.0 0.88 

22 つまみ形石器 A-2-23ウ s 黒曜石 15.5 16.0 3.5 0.88 

23 扇平片刃石斧 A-2-23y 3 頁岩 76.5 31.5 8.0 33.09 

24 砥石 ? A-2-22イ 3 硬貨砂岩 128.0 41.0 17.0 125.00 

第10衰⑦区E眉遺物観察衰

方に一部自然面が残る。 19・20は石核である。石材は黒曜石。一部に自然面が残る。 21・22はつまみ形

石器である。頭部調整される。石材は黒曜石。 21は両側縁とも表裏両面から剥離調整して挟りが入れ

られる。 22は両側縁を剥離調整して扶りが入れられる。 23は弥生時代の扇平片刃石斧である。両側縁

に扶りが入れられる。また、刃部を研磨している。石材は頁岩。 24は表面が平坦に整えられているの

で砥石と思われる。ただし、側面に扶りを入れたような痕があり、刃部を作り出した頃と同時期と推

測されるので、肩平片刃石斧の可能性もある。表面の左右両側縁を面取りしている。石材は硬質砂岩。

(7) ⑦区lV層出土遺物(図版14~17)

土器(第31~35園、第11 ・ 12表)

町層からは縄文後期~晩期のものと思われる土器が約7∞点出土した。その中から66点を抽出して、

後期・晩期に分類し、器種ごとに口縁部・胴部・底部の順に掲載した。

-縄文時代後期の遺物

縄文後期の遺物は坂の下式系や鐘崎式系に分類されると思われる。 1....6、8....13は坂の下式系士器、

7は鐘崎式土器と思われる深鉢の口縁部片。1は口縁部が内脅し、波状口縁を呈す。口唇部は平らに仕

上げている。内外面ともナデ調整を施し、外面には口縁直下と胴部に刺突列点文を1条ずつ巡らして

いる。2は胎土に角閃石が多く含まれており、やや硬質である。口縁部はわずかに内脅し、口唇部の

一部に刻みを施す。内外面ともナデ調整を施し、外面には口縁に対して平行に1条の刺突列点文を巡

らしている。3はほぼ垂直に立ち上がり、 口縁部でわずかに内脅する。内外面とも貝殻条痕を施した
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後にナデ消している。 4は口縁から胴部にかけて残存している資料で、底部が失われている。立ち上

がりはやや外傾し、口縁部はやや外反している。内外面とも巻貝による条摸を施している。 5は口縁

部が内脅している。外面には口縁に対してほほ平行に太い沈線を施し、その沈線と沈鵡の聞に縄文が

施されている。内面はナデ調整を行い、穿孔を施す。 6は口縁直下に細く浅い沈線が数条施文され、

沈線と沈織の聞に縄文が施されている。いわゆる磨消縄文であるが、胎土等は坂の下式系土器に近く、

『坂の下遺跡の研究』で第10類土器に分類されているものである可能性が高い(1)。内面はナデ調整を

行い、口縁直下に1条の沈線と穿孔を施す。 7は外面に細く深い沈線が刻まれていることや胎土等から、

鐘崎式系土器の入組渦文または入組鈎手文の一部と思われる。縄文は確認できない。口縁部は外民し、

口唇部には多くの刻みを施している。 8は口縁部がやや内脅し、口唇部を平らに仕上げている。内外

面とも員殻条痕を施した後にナデ消している。外面に1条の歪んだ沈線を施す。 9は立ち上がりがほぼ

直立して、口縁部で内脅し、口唇部は平らに仕上げている。内外面ともナデ調整を行っている。 10は

ほぼ垂直に立ち上がり、口縁部で内号する。内外面とも貝殻条痕を施し、口縁部はナデ調整している。

11は口縁部が内側に折り込まれたように内脅する。内外面ともナデ調整を行っている。 12はわずかに

外瓦しながら立ち上がり、頚部から急激に内管し、口縁付近でわずかに外反する。内外面ともナデ調

整を行い、口唇部と頭部外面屈曲部の上下に縄文を施文している。縄文部と無文部を区切る沈線は見

られない。 13.....19は深鉢の胴部片である。 13は口縁が欠けた、ほぽ直立する胴部片。外面には、斜穂

状の刺突列点文を口縁と平行に2条巡らせ、それに交わるように、横線状の刺突列点文を縦位に2条施

している。 14は2本の沈線の聞に縄文が施文されている。 6と類似のもので、坂の下系第10類土器であ

る可能性が高い(1)0 15は胎土に滑石を多量に含む援の下式系土器の胴部片。外面に縦位の貝殻条痕を

施している。 16・17は内外面に員殻条痕を施し、外面は一部ナデ消している。 18は外面に斜位の貝殻

条痕を施し、内面はナデ調整を行っている。 l5mm大の雲母が多量に混入している。 19は内面に貝殻

条痕を施し、後にナデ消している。 20.....32は深鉢の底部片。すべて平底を呈す。 33.....36は縄文後期の

鉢である。 33.....35は鐘崎式系土器と思われる。いずれも胴部外面に入組渦文もしくは入組鈎手文を施

文しているが、縄文の施文は確認できない。口縁部は肥厚させて、口唇部に2条の沈線を巡らせ、一

部に刻みを施している。 33は渦状の部分が残存している。口唇部には2条の沈線と刻みの他に刺突文

が施されている。 34は渦状もしくは鈎手状の部分が失われている。 35は口縁部のみ残存している。 36

は胴部片で、他の4点と比べて沈線の幅が広く、施文されている渦文も大きい。 37は手担士器の鉢で

ある。

-縄文時代晩期の遺物

38.....48は深鉢の口縁部片。 38.....41は口縁部が内脅する。内外面とも貝殻条喪を施した後にナデ消し

ている。 40は口縁部が脅曲している。浪状口縁の可能性あり。 42-44・46は口縁部がわずかに内傾す

る。 42は外面に貝殻条痕を施し、後にナデ消している。 43は内面には貝殻条痕を施し、後にナデ消し

た形跡がある。外面はナデ調整を行っていると恩われるが、風化により判別が難しい。 44は外面に斜

位の貝殻条痕を施している。口唇部は平らにナデて仕上げているが、若干歪んでいる。 46は内外面と

もナデ調整を行っているが、外面は風化により判別が難しい。 45は肩部から内傾し、頭部でわずかに

外反して口縁部はほぼ直立する。内外面とも員殻条東を施した後にナデ消している。 47はほぼ直立、

48は外反する口縁部片である。 47・48は胎士が肌理細やかで、内外面ともナデ調整を行っている。口
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縁部は肥厚し、波状口縁を呈す。口唇部に1条の沈線を巡らせ、その沈線の両側部分に刻みを施して

いるが、風化して見づらくなっている。特-59は胴部片である。 49・50は内外面とも員韓条痕を施し

た後にナデ消している。剖は内外面ともナデ調整をしている。内面の最上部には条痕ナデ消しが擁さ

れている。縫は内外面とも貝殻条痕を施した後にナヂ消している。内面は丁寧にナデているが、外面

は雑である。 53は内外面ともナデ調整を行い、外面には縦位の沈線を1条施している。 54は外面に貝

殻による横走条痕を施し、内面は丁寧なナデ調整を行っている。 55は外面に貝殻条痕を施し、後にナ

デ消している。内面は凸凹で指の痕らしきものも見えることから、指の腹を使ってナデ調整したもの

とJ思われる。総は内外面とも丁寧にナデ調整を行っている。 47・綿と胎土等が非常によく似ている。

57は内外面とも巻貝による条痕を施している。 58は内外面ともナデ調整をしている。 59は内外面とも

貝殻条痕を施した後にナデ消している。察孔を施す。 60""62は底部片。 601ま平底の底部。外面の一部

に刻みを施しているカ雷、風化して磨耗している。制・62は底部が失われた胴下半部で、底部との接合

部カ昔前は一部、 62fま欠けずに残存している。総-661ま鉢または浅鉢と思われるものの口縁部片。

(1)位賀県立博物館 1975 r坂の下遺跡の研究j佐賀県立博物館調査研究聖書鯵2集
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図版 法量{圃)( )は復元 調整 色調

番号
種類 器種 出土地区 層住 焼成 胎土 備考

口径棒高底径 外商 内面 外面 内函

1 縄文土棒 深鉢 A-2-237 4 (30.4) 8.8 事j突ナ列デ点/文 ナデ 灰黄褐色 にぷい貧橿色 やや不良 4(F長や石粗・石緯英・角関石.w母・白色粒子)

2 縄文士器 標鉢 A-.2-23.， 4 5.0 刺突ナ列デ点/文 ナデ 黒褐色 黒褐色 不良 粗緯(長石・角閃石・雲母)

3 縄文土器暮 様鉢 A-.2-23ゥ 4 匂5.0) 5.8 条痕ナデ消し条痕ナデ消し 明赤褐色 灰禍色 不良 組JI(長石・石英・雲母・白色粒子)

4 縄文土11 深鉢 A-2-23ウ 4 22.2 貝殻条痕 貝殻条痕 にぷい橿色 にぷい笹色 不良 租維(雲母・白色粒子・赤色艦子)

5 縄文土器 標鉢 A-.2-23y 4 4.5 調議文/縄文 ナデ にぷい樺色 にぷい世色 不良 組車l(長石・雲母・白色粒子・赤色粒子) 穿孔

6 縄文土器 標鉢 A-.2-23ゥ 4 8.2 磨消縄文 ナデ川淵文 灰貧褐色 にぷい貧笹色 やや不良 やや租錐(角関石・雲母・白色粒子) 穿孔

7 縄文:t標 深鉢 A-.2-23ウ 4 5.2 ナデ/!ta豊文 ナデ にぷい褐色 にぷい褐色 やや不良 や(長や石粗・石緯英・角閃石・.母・白色佐子)

8 縄文土器 深鉢 A-.2-23.， 4 3.0 条痕沈ナ線デ文消し/条痕ナデ消し にぷい種色 にぷい貴賓色 不良 粗緯(長石・雲母)

9 縄文土棒 機鉢 A-.2-23ゥ 4 3.8 ナデ ナデ 赤褐色 赤褐色 不良 粗擁(石英1

10 縄文土梼 深鉢 A-.2-23ウ 4 4.0 ナデ/貝殻条痕ナデ/貝殻条痕 にぶい貧極但 浪費橿色 不良 やや粗JI(長石・石英・雲母・白色艦子}

11 縄文土器 深鉢 A-.2-23y 4 3.9 ナデ ナデ にぷい黄縄僅 にぷい赤褐色 やや不良 やや粗緯(雲母・白色粒子)

12 縄文土犠 機鉢 A-.2-23ゥ 4 6.2 ナデ/縄文 ナデ 浅貧色 灰黄色 やや不良 2鰭議摩撃事嘉魯義鍔季F石石・僻・郵・・
13 縄文土梼 標鉢 A-.2-237 4 9.7 刺突ナ列デ点/文 ナデ 褐灰色 にぷい笹色 不良

14 縄文土器 深鉢 A-2-23ウ 4 5.2 磨消縄文 ナデ 橿色 置色 やや不良 やや粗諸(角閃石・雲母・白色粒子}

15 縄文土器 機鉢 A-.2-2日3ウ 4 11.0 貝般条痕 ナデ にぷい貧燈色 灰黄色 やや良好 やや嫡撤(滑石)

16 縄文土縛 標鉢 A-.2-23ウ 4 3.8 条痕ナデ消し 貝殻条痕 橿色 にぷい笹色 不良 粗謙(赤色粒子)

17 縄文土密 深鉢 A-2-23ウ 4 6.1 条痕ナデ摘し 貝被条擁 赤褐色 にぷい赤褐色 不良 粗鎗(赤色粒子)

18 縄文土器 機鉢 A-.2-23ウ 4 4.2 貝殻条痕 ナデ 明赤褐色 にぷい赤褐色 やや不良 やや租緯(長石・雲母)

19 縄文土縛 標鉢 A-.2-23ゥ 4 4.8 ナデ 条痕ナデ消し 赤褐色 にぷい赤褐色 不良 粗擁(自民母・赤色粒子)

20 縄文土審 深鉢 A-2-237 4 5.5 (14.0) ナデ ナデ 橿色 にぷい恒色 不良 粗緯(滑石・赤色粒子)

21 縄文土器 機鉢 A-.2-23y 4 3.7 (13.2) ナデ ナデ 種色 明褐色 やや不良 租錐(雲母・白色粒子)

22 縄文土梼 標鉢 A-.2-23y 4 3.2 (15.0) ナデ ナデ 橿色 橿色 不良 粗緯(石英・11母・赤色粒子)

23 縄文土語 深鉢 A-.2-23ウ 4 6.5 (15.0) ナデ/指オサエ ナデ 橿色 にぷい赤褐色 やや不良 やや粗諸(赤色粒子)

24 縄文土器 機鉢 A-.2-23y 4 3.0 (16.6) ナデ ナデ 橿色 黒褐色 不良 包錐

25 縄文土梼 標鉢 A-.2-23ワ 4 1.8 ナデ ナデ にぷい赤褐色 晴赤褐色 やや不良 粗緯(赤色粒子)

26 縄文土語 漂鉢 A-.2-237 4 1.6 ナデ/指オサエ ナデ 明赤褐色 笹色 やや不良 粗雑

27 縄文土器 深鉢 A-.2-23ウ 4 1.4 ナデ/指オサエ ナデ にぷい赤褐色 晴赤褐色 不良 組擁

28 縄文土様 標鉢 A-.2-23守 4 4.7 ナデ ナデ 明赤褐色 明褐色 不良 組緯(滑石)

29 縄文土語 漂鉢 A-.2-23ゥ 4 2.7 条痕指ナオデサ消ヱし/ ナデ 櫨色 にぷい貧笹色 やや不良 やや粗雄(醤母・白色粒子)

30 縄文土器 裸鉢 A-2-23ウ 4 3.5 条車指ナオデサ澗ヱし/ ナデ にぷい黄橿色 置色 やや良好 やや粗緯(長石)

31 縄文士梼 標鉢 A-.2-23y 4 2.6 ナデ/指オサヱ ナデ 種色 明赤褐色 不良 粗緯{雲母)

32 縄文土語 標鉢 A-.2-237 4 1.9 ナデ ナデ 明赤褐色 笹色 やや不良 やや精鍬(長石)

33 縄文土棒 鉢 A-2-23ウ 4 (37.6) 4.2 iL俄盟議条痕ナデ消し にぶい赤禍恒 にぷい笹色 不良 組鰻{石英・雲母・白色粒子・赤色粒子}

34 縄文士器 鉢 A-.2-22.， 4 9.9 ナデ/沈保文 条痕ナデ消し 灰褐色 褐灰色 不良 盤白施色粒(長子石・赤・石色英粒・角子)閃石・雲母・

35 縄文土器 鉢 A-.2-23ゥ 4 2.4 ナデ/沈健文 ナデ にぶい貧笹色 灰貧褐色 不良 粗白緯色粒(長子石・赤・角色閃粒石子・雲)母・

36 縄文土審 鉢 A-2-23ウ 4 6.6 i都県議条痕ナナデデ/消し 灰黄禍色 灰黄色 やや不良 やや粗雑(長石・石英・.母・白色粒子}

37 縄文土器 環 A-.2-23.， 4 2.4 指オサエ 指オサエ 赤褐色 明赤褐色 やや不良 やや粗緯(長石・石英7

38 縄文土器 深鉢 A-.2-23ゥ 4 4.2 条痕ナデ消し 条痕ナデ消し にぷい赤禍色 灰褐色 不良 組強(雲母)

39 縄文土標 機鉢 A-.2-237 4 4.3 条痕ナデ摘し条痕ナデ消し 褐色 黒褐色 不良 租緯(赤色組子)

40 縄文土器 標鉢 A-.2-23y 4 3.9 条旗ナデ摘し条痕ナデ消し 灰黄色 にぷい貴明E包 不良 粗隷(石突・角閃石・雲母)

41 縄文土縫 深鉢 A-.2-23ァ 4 3.2 条痕ナデ消し 条痕ナデ精し 暗赤褐色 鳳褐色 不良 組緯(雲母)

42 縄文土梼 機鉢 A-.2-23ウ 4 6.2 条痕ナデ消し ナデ にぷい褐色 灰褐色 不良 租緯(石英・雲母〉

43 縄文土器 標鉢 A-.2-23.， 4 4.2 凪化ナによデる/劣化 条痕ナデ消し 階赤褐色 暗赤褐色 不良 粗車量

44 縄文土犠 漂鉢 A-.2-23ゥ 4 3.8 貝殻条痕 ナデ 鳳色 被黄色 やや良好 やや精敏(長石・雲母)

45 縄文土梼 深鉢 A-.2-23ウ 4 6.9 条痕ナデ消し条痕ナデ消し 橿色 灰褐色 不良 租錐(雲母・赤色鑑子)

46 縄文土器 標鉢 A-2-23ウ 4 5.2 町Eナによデる/劣化 ナデ 階赤褐色 にぷい赤褐色 不良 粗車量

47 縄文土器E漂鉢 A-.2-2日3ウ 4 7.9 ナデ ナデ にぷいい褐色 略褐色 やや不良 や(石や英粗，縫角閃石・.母，白色粒子)

48 縄文土縛 裸鉢 A-.2-23ウ 4 7.0 ナデ ナデ 灰褐色 にぷい貧極色 やや良好 やや輔徹{長石・石英・雲母・赤色粒子)

49 縄文土密 標鉢 A-2-23ウ 4 7.3 条痕ナデ摘し条痕ナデ消し にぷい橿色 にぷい褐色 やや不良 やや粗緯(雲母・赤色粒子)

60 縄文土器 標鉢 A-.2-23ウ 4 7.3 条痕ナデ精し条痕ナデ消し にぶいい褐色 灰褐色 やや不良 やや程緯(石英・雲母〕

第11衰 ⑦区U眉遺物観察表(土器)(1) 

-46-



図版 法量(四)( )1主復元 関整 色調

番号
種類 器種 出土地区 届位 鎗成 胎土 備考

口径 棒高 底径 外商 内面 外商 内面

51 縄文土器 深鉢 A-2-23ウ 4 11.0 ナデ 条痕ナナデ:I消し にぷい褐色 櫨色 やや良野 やや縛鍛(長石..母)

52 縄文土器 深鉢 A-2-23ゥ 4 5.4 条痕ナデ消し条痕ナデ消し 褐色 灰黄褐色 やや不良 やや粗雑(長石・雲母)

53 蝿文土器 漂鉢 A-2-23ウ 4 3.8 ナデ/tt車庫文 ナデ にぷい笹色 にぷい褐色 やや不良 やや粗組(長石・角閃石・雲母)

54 縄文土器 深鉢 A-2-23ウ 4 4.1 貝殻条痕 ナデ 笹色 にぷい赤褐色 やや不良 やや粗車種(長石・白色粒子)

55 縄文土器 深鉢 A-2-23ゥ 4 8.6 条痕ナデ梢し ナデ 明赤褐色 にぷい黄櫨色 やや不良 や白や色程粒緯子{長・赤石色・石粒英-1')・角閃石・雲母

56 縄文土器 深鉢 A-2-23ウ 4 8.0 ナデ ナデ 明褐色 黒褐色 やや良好 やや縛敏(長石・石英・雲母〉

57 縄文土器 深鉢 A-2-239 4 3.0 貝殻条痕 貝殻条痕 笹色 にぷい黄橿色 やや不良 や{長や石粗・石雑英・角閃石・雲母・白色組子}

58 縄文土器 深鉢 A-2-231ヲ 4 5.3 ナデ ナデ にぶい黄笹色 灰白色 やや良好 やや精IH長石・角閃石・量産母)

59 縄文土器 深鉢 A-2-23ゥ 4 3.2 条痕ナデ消し条旗ナデ請し 灰褐色 黒褐色 やや不良 や白や色粗雑子・(長赤石色佐・角子閃)石・援母・ 穿孔

ω 縄文土器 著書鉢 A-2-239 4 1.1 ナデ11則み ナデ にぷい黄怪色 にぷい黄橿色 やや不良 やや粗緯(長者・.母・白色総子}

61 縄文土器 深鉢 A-2-239 4 1.9 ナデ ナデ 明赤褐色 明赤褐色 やや不良 やや粗雑(白色粒子・赤色粒子}

62 縄文土器 深鉢 A-2-23ァ 4 3.7 ナデ ナデ にぷい笹色 褐灰色 やや良好 やや糟飯(長石・石英・雲母〉

63 縄文土器 鉢・浅鉢 A-2-23ウ 4 4.0 条痕ナデ消し ナデ にぷい黄褐色 にぷい黄橿色 やや不良 やや粗車種(長石)

64 縄文士器 鉢・浅僻 A-2-23y 4 3.7 貝頬条痕 条痕ナデ消し にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 不良 組隷(長石〉

65 縄文土犠 鉢・浅鉢 A-2-23ゥ 4 2.6 ナデ 貝種条痘 にぶい貧桂色 にぶい黄禍色 やや良好 やや精微(長石)

66 縄文土棒 鉢・浅鉢 A-2-23ウ 4 2.6 ナデ 貝殻条痕 灰褐色 明褐色 やや良好 やや拘鍍(長石)

第12裏⑦区町周遺物観察裏(土器)(2) 

石器(第36-52園、第13-16表)

町層からは剥片やチップなどを含めて約1.660点の石器が出土した。確認された器種は、石畿、剥

片銀、スクレーパー、鈴桶型石刃、打製石斧、石核、つまみ形石器、石槍である。そのうちの227点

(剥片を含む)を抽出して掲載した。 1・2は石鎖、 3-13は剥片鎌である。石材はすべて黒曜石で、脚

部を有するタイプのものである。 1は両側縁が直線的に頂点で交わる。扶りは深く、脚部の先端は尖

っている。 2は両側縁が内管する。扶りは深く丸い。脚部の先端は尖っている。 3・4・6は扶りが深く

丸い。脚部の先端は丸まっている。 5は両側縁が直輝的に交わる。扶りは深く、脚部の先端は尖って

いる。 7-11は正三角形に近い形で、扶りは深い。 12は両側縁が内管する。扶りは浅い。 13は脚部が

片方欠落している。 14-71はスクレーパーである。製品23点、未製品35点を掲載する。 14は上面に自

然面を残し、下面に剥離を施して曲銀状の刃部を作曲する。 15は板状の剥片のー側縁に剥離を施し、

直組状の刃部を作曲する。 16は縦長で下端にかけてやや先細りする安山岩剥片の側縁から下端にかけ

て剥離を施し、「し」の字形の刃部を作出している。 17は幅広剥片の下端に粗い剥離を施し、曲線状の

刃部を作出している。 18-23はー縁辺に曲線状または直線状の刃部を持つもの。 24・28は下端両縁辺

に剥離を施して刃部を作出している。 25は下面に直穂状の刃部を持つ。 26・27は上部を除いた全縁辺

に剥離を施して、刃部を作出している。 29はー縁辺に粗い剥離を施して、曲線状の刃部を作出してい

る。 30は複数縁辺に刃部を持つ。両側に扶りがあることから、石錘の可能性あり。風化により、磨耗

している。 31は鎌崎型スクレーパーと呼ばれるものである。安山岩の両側縁を粗く剥離し、下端に iVJ

字状の刃部を作出している。鎌崎型スクレーパーは、西北九州沿岸部の遺跡から少量ずつ検出されて

おり、貝の加工に使用されたのではないかと想定されている。県内遺跡では、鎌崎遺跡、深堀遺跡、

頭ヶ島白浜遺跡等で出土している。 32-66は未製品。 67-71はコアスクレーパー。 72-188は鈴桶型

石刃である。 184-188は片側もしくは両側から扶りを入れており、剥片鎌作製途上のものであると思
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